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議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
長
か
ら
2
1
件

の
案
件
が
、
議
員
か
ら
1
件
の
案
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
決
定
し
ま

し
た
。

0
1
3
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
　
　
　
5
件

〇
一
般
会
計

（
賛
成
多
熱
鰐
難
籔
柱
）

O
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

（
賛
成
多
漁
響
幾
難
欝
裡
）

○
老
人
保
健
医
療
会
計

（
聾
灘
撚
継
生
活
熟
）

○
介
護
保
険
事
業
会
計

（
賛
成
多
熱
澱
難
籔
杜
）

O
中
学
校
給
食
費
会
計

（
嚢
灘
蕪
継
生
活
蒸
）

1
関
連
記
事
は
4
～
7
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
1
4
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
5
件

〇
一
般
会
計
（
第
一
次
）

（
賛
成
多
撫
鱗
難
鰹
活
宅
裡
）

O
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
一
次
）

（
賛
成
轟
灘
軽
難
活
悉
杖
）

○
老
人
保
健
医
療
会
計
（
第
一
次
）

（
賛
成
姦
灘
雛
瓶
共
生
活
悉
）

○
介
護
保
険
事
業
会
計
（
第
一
次
）

（
賛
成
多
義
拠
鷺
縫
活
室
裡
）

○
中
学
校
給
食
費
会
計
（
第
一
次
）

（
嚢
購
難
舞
、
．
．
生
活
搬
）

補
正
後
の
予
算
額
は
次
の
と
お
り

給介老国一
食護保保般
△△△△△四　ム　弄く　ム　云

計計計計計
二
〇
九
二
億
四
五
三
一
万
五
千
円

　
五
六
二
億
六
二
九
〇
万
六
千
円

　六三〇

億
七
八
六
六
万
四
千
円

　
二
九
七
億
九
一
六
四
万
三
千
円

　
　
四
億
一
二
〇
二
万
円

⑱
条
例
の
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
5
件

○
職
員
退
職
手
当
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
1
4
年
度
の
定
年
前
早
期
退
職
者
の
退
職
手

　
当
の
割
増
率
を
改
定
し
た
こ
と
な
ど
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
条
例

（
賛
成
多
数
灘
鑑
、
勝
生
活
主
桂
）

　
法
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
国
保
条
例

（
嚢
照
螺
糠
、
野
生
活
茎
裡
）

　
法
改
正
に
伴
い
、
一
部
負
担
金
の
割
合
を

　
変
更
し
た
こ
と
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
べ
ー
“
ン
ヘ
錘
靴
・
＼

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
の
寄
附
行
為
や
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　自
　由
　民
　主
新党
川

勝

議
員

國
圃
一
小
さ
な
政
府
の
実
現
に
向
け
、
行
政

の
効
率
化
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
①
現
業
職

の
退
職
不
補
充
を
堅
持
し
、
学
校
用
務
と
学

童
擁
護
の
職
は
統
合
せ
よ
。
②
小
学
校
給
食

調
理
業
務
の
民
間
委
託
化
を
急
げ
。

教
育
長
①
1
5
年
度
当
初
の
統
合
を
目
指
す
。

②
欠
員
状
況
な
ど
を
勘
案
し
委
託
し
て
い
く
。

國
閑
固
1
5
年
度
予
算
編
成
で
は
、
経
常
経
費

を
部
に
任
せ
た
こ
と
や
区
長
の
方
針
を
明
確

に
示
す
政
策
経
費
の
計
上
な
ど
が
試
行
さ
れ

る
。
自
立
都
市
を
目
指
し
て
編
成
に
当
た
れ
。

助
役
　
工
夫
を
凝
ら
し
編
成
す
る
。

國
圃
文
化
系
財
団
の
統
合
を
契
機
に
、
財

団
の
効
率
的
運
営
と
創
意
工
夫
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
促
す
新
た
な
仕
組
み
を
作
れ
。

政
策
経
営
部
長
　
支
援
の
あ
り
方
を
見
直
す
。

固
閾
團
住
基
ネ
ッ
ト
で
は
、
区
民
が
安
心
で

き
る
個
人
情
報
の
管
理
体
制
を
確
保
せ
よ
。

助
役
　
条
例
制
定
も
視
野
に
取
り
組
む
。

園
團
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た
清
掃
職
員
に
は
、

経
過
措
置
で
都
条
例
に
よ
る
高
額
な
手
当
な

』
≡

1
一

一
　
匿

圏

9
月
1
8
日
及
ぴ
1
9
日
の
本
会
議
で
、
6
名
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ど
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
区
採
用
と
な
る
職

員
の
手
当
は
職
務
に
見
合
っ
た
も
の
と
せ
よ
。

総
務
部
長
　
職
務
実
態
に
合
わ
せ
支
給
す
る
。

固
關
圓
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
で
は
、
①

第
三
者
評
価
の
実
施
や
民
間
事
業
者
な
ど
が

参
入
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
め
。

②
障
害
者
福
祉
の
支
援
費
制
度
へ
の
円
滑
な

移
行
に
向
け
、
制
度
の
周
知
を
徹
底
せ
よ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
夏
部
長
　
①
改
革
全
体
を
進

行
管
理
し
着
実
に
進
め
る
。
②
万
全
を
期
す
。

繭
圃
一
①
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
を
改
め
、

緊
急
性
の
高
い
人
か
ら
入
所
で
き
る
よ
う
に

せ
よ
。
②
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
世

田
谷
ら
し
い
独
自
性
の
あ
る
内
容
と
せ
よ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
ヒ
ス
部
長
　
①
具
体
的
に
検
討

す
る
。
②
創
意
あ
る
取
り
組
み
を
盛
り
込
む
。

國
闇
囚
小
児
救
急
医
療
の
充
実
に
向
け
、
①

成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
を
活
用
せ
よ
。
②
初
期

救
急
医
療
施
設
が
開
設
さ
れ
る
。
ω
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
機
関
と

連
携
を
図
れ
。
ω
都
に
財
政
支
援
を
求
め
よ
。

助
役
保
健
福
祉
部
長
①
地
域
医
療
の
継

続
を
要
望
す
る
。
②
ω
関
係
機
関
と
の
協
議

会
を
設
け
る
。
ω
最
大
限
の
支
援
を
求
め
る
。

固
闊
園
①
都
は
都
市
計
画
道
路
整
備
の
方
針
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●
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明
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吉
本
　
保
寿
議
員

國
閏
園
文
化
芸
術
は
心
豊
か
な
生
活
に
欠
か

せ
な
い
。
①
建
設
予
定
の
船
橋
倉
庫
に
、
音

楽
や
演
劇
の
練
習
に
も
使
え
る
施
設
を
併
設

せ
よ
。
②
公
園
な
ど
を
大
道
芸
に
開
放
せ
よ
。

生
活
文
化
部
長
　
①
学
校
施
設
の
開
放
を
進

め
る
。
②
気
軽
に
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
る
。

闘
圃
商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
が
急
務
だ
。

託
児
所
な
ど
に
店
舗
を
提
供
す
る
新
た
な
取

り
組
み
を
誘
導
し
、
活
性
化
を
図
れ
。

産
業
振
興
部
長
　
対
策
を
一
層
強
化
す
る
。

園
固
松
原
に
小
児
初
期
救
急
医
療
施
設
が

整
備
さ
れ
る
。
①
玉
川
地
域
に
も
設
置
し
全

区
的
事
業
展
開
を
図
れ
。
②
区
立
の
小
児
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
設
置
の
検
討
を
提
言
す
る
。

助
役
　
①
都
や
医
師
会
と
と
も
に
検
討
す
る
。

固
圃
一
き
め
細
か
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
幼
保
一
体
化
の
実
現
な
ど
保

育
事
業
の
抜
本
的
改
革
を
決
断
せ
よ
。
　
　
　
“

保
健
福
祉
部
長
　
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。
切

圓
圃
ふ
じ
み
荘
は
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
…

役
立
っ
て
い
る
。
第
2
の
施
設
を
検
討
せ
よ
。
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

保
健
福
祉
部
長
　
既
存
施
設
で
対
応
し
た
い
。
帥

旧
園
團
住
環
境
の
一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
…

に
向
け
、
高
齢
者
の
視
点
で
条
例
を
見
直
せ
。
’
・

都
市
整
備
部
長
　
基
準
な
ど
を
再
点
検
す
る
。
”

固
園
脚
①
開
発
か
ら
国
分
寺
膨
線
を
守
る
条
…

例
を
作
れ
。
②
区
施
設
の
屋
上
・
壁
面
緑
化
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
積
極
的
に
行
え
。
③
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
”

を
進
め
、
生
物
が
行
き
交
う
環
境
を
整
え
よ
。
●
・

助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
①
区
独
自
の
仕
組
帥

み
を
検
討
し
て
い
る
。
②
引
き
続
き
進
め
て
　
。
・

い
く
。
③
区
民
と
と
も
に
推
進
し
て
い
く
。
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

國
圃
カ
ラ
ス
対
策
は
重
要
課
題
だ
。
折
り
●
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
た
み
式
ご
み
収
集
ボ
ッ
ク
ス
を
導
入
せ
よ
。
”

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
長
　
効
果
な
ど
を
研
究
す
る
。
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圏
固
子
ど
も
が
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
”

普
通
教
室
へ
の
冷
房
機
の
設
置
を
急
げ
。
　
　
㈹

教
育
長
　
十
分
に
検
討
し
た
い
。
　
　
　
　
　
“

を
策
定
中
だ
。
区
の
道
路
整
備
方
針
と
の
整
“

合
を
求
め
よ
。
②
外
環
道
整
備
促
進
に
向
け
、
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

地
元
自
治
体
と
し
て
取
り
組
み
を
強
化
せ
よ
。
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

③
二
子
玉
川
再
開
発
は
国
の
都
市
再
生
方
針
㈹

の
趣
旨
に
か
な
う
。
一
層
支
援
せ
よ
。
④
小
・

田
急
線
連
立
事
業
に
伴
う
経
堂
駅
周
辺
の
整
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

備
で
は
、
街
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
も
目
指
せ
。
鋤

助
役
　
建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
①
区
の
考
え
　
帥

方
の
反
映
を
働
き
か
け
る
。
②
環
境
保
全
と
⑭

の
両
立
を
前
提
に
取
り
組
む
。
③
国
の
都
市
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

再
生
支
援
制
度
の
導
入
を
図
る
。
④
街
づ
く
的

り
協
議
会
な
ど
と
と
も
に
計
画
を
策
定
す
る
。
。

圏
国
凹
①
学
習
成
績
の
絶
対
評
価
は
、
子
ど
樋

も
や
保
護
者
が
納
得
で
き
る
基
準
で
行
え
。
　
的

②
教
育
環
境
や
耐
震
性
の
向
上
を
目
指
し
、
　
⑭

学
校
施
設
整
備
に
取
り
組
め
。
③
地
域
に
開
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

放
す
る
学
校
体
育
館
に
冷
房
機
を
設
置
せ
よ
。
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

教
育
長
　
①
教
員
研
修
や
保
護
者
説
明
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
実
施
し
、
適
切
な
評
価
を
行
う
。
②
③
優
先
川

度
を
考
慮
し
有
効
な
施
設
整
備
を
進
め
る
。
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
稲
垣
　
ま
さ
よ
し
議
員

圏
都
心
部
で
は
都
市
再
生
に
向
け
青

開
発
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
の
供
給
過
剰
が
予
想

さ
れ
る
。
二
子
玉
川
再
開
発
は
長
期
的
視
野

で
進
め
る
よ
う
、
準
備
組
合
を
指
導
せ
よ
。

玉
川
支
所
長
　
時
代
の
二
ー
ズ
に
合
っ
た
計

画
と
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

園
固
住
基
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
情
報
の
保
護

策
は
不
十
分
だ
。
区
民
の
不
安
を
払
拭
す
る

区
独
自
の
条
例
を
早
急
に
制
定
せ
よ
。

助
役
　
運
用
状
況
や
国
の
動
向
を
見
極
め
て

検
討
し
た
い
。

國
閑
剛
子
ど
も
の
医
療
環
境
の
充
実
に
向
け
、

①
松
原
に
設
け
る
初
期
救
急
施
設
を
他
地
域

に
も
展
開
せ
よ
。
②
救
急
救
命
講
習
会
を
全

中
学
校
で
行
う
な
ど
知
識
の
普
及
を
図
れ
。

　　日
　　本
　　共
　　産

村党
田

義
則
議
員

固
闊
四
区
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
大

切
に
す
る
区
政
へ
の
区
長
の
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
る
。
①
国
や
都
に
追
随
し
た
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
福
祉
の
切
捨
て
を
や
め

よ
。
②
学
校
で
す
べ
て
の
子
ど
も
が
豊
か
に

発
達
す
る
環
境
を
作
る
た
め
、
3
0
人
学
級
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
め
。
③
産
業
振
興
予

算
を
倍
増
し
振
興
施
策
を
一
層
強
化
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
①
区
民
本
位
の
区

政
運
営
に
力
を
注
ぐ
。
②
現
行
の
少
人
数
教

育
を
充
実
し
て
い
く
。
③
必
要
な
財
源
措
置

を
講
じ
て
区
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

固
闊
圓
二
子
玉
川
再
開
発
事
業
は
大
規
模
地

権
者
で
あ
る
一
企
業
の
利
益
優
先
の
計
画
だ
。

①
当
該
企
業
と
の
協
定
は
破
棄
せ
よ
。
②
地

権
者
の
合
意
の
な
い
ま
ま
強
制
的
に
事
業
を

進
め
る
な
。
③
計
画
は
抜
本
的
に
見
直
せ
。

区
長
　
助
役
　
玉
川
支
所
長
　
①
事
業
推
進

に
必
要
な
協
定
だ
。
②
関
係
権
利
者
の
合
意

形
成
に
向
け
準
備
組
合
を
指
導
し
て
い
く
。

③
区
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。

嗣
圃
区
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
区
の
責

務
だ
。
①
基
本
健
康
診
査
の
有
料
化
は
受
診

の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
有
料
化
す
る
な
。
②

バ
リ
ウ
ム
を
用
い
る
胃
が
ん
検
診
の
受
診
が

困
難
な
障
害
者
へ
の
対
策
を
講
じ
よ
。

区
長
　
助
役
　
保
健
所
長
　
①
費
用
負
担
の

あ
り
方
な
ど
検
討
中
だ
。
②
工
夫
し
て
い
る
。

圏
国
圃
区
立
小
中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教

室
に
冷
房
機
を
計
画
的
に
設
置
せ
よ
。
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0
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め
る
べ
き
だ
。
①
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
・
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生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
田
中
　
優
子
議
員

属
固
失
わ
れ
た
食
の
安
全
の
信
頼
回
復
に

は
、
消
費
者
参
画
に
よ
る
施
策
の
転
換
が
不

可
欠
だ
。
消
費
者
が
行
政
、
事
業
者
と
と
も

に
安
全
確
保
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
作
れ
。

保
健
所
長
消
費
者
が
食
の
安
全
性
を
考
え
、

学
べ
る
場
の
提
供
を
検
討
し
た
い
。

圏
圃
①
在
宅
生
活
へ
の
不
安
か
ら
特
養
ホ

ー
ム
入
所
希
望
が
増
え
て
い
る
。
次
期
事
業

計
画
で
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
充
実
せ
よ
。

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
に
併
設
す
る
な
ど
地
域
展
開
を
図
れ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
ヒ
ス
部
長
　
①
介
護
保
険
制
度

が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
取
り
組
む
。
②
既

存
施
設
の
活
用
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

㎜
園
闘
一
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
着
実
に
進

保
健
福
祉
部
長
ほ
か
　
①
課
題
を
検
討
し
た

い
。
②
実
施
校
の
拡
大
を
働
き
か
け
る
。

園
團
公
園
の
安
全
を
守
る
た
め
、
①
遊
具

破
損
の
情
報
を
求
め
る
な
ど
地
域
と
連
携
し

て
管
理
を
行
え
。
②
不
審
者
対
策
を
講
じ
よ
。

玉
川
支
所
長
ほ
か
　
①
②
更
に
取
り
組
む
。

剛
園
園
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に

有
効
な
道
路
の
透
水
性
舗
装
を
一
層
進
め
よ
。

建
設
住
宅
部
長
　
積
極
的
に
推
進
す
る
。
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廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
に
着
手
せ
よ
。
②

清
掃
工
場
の
未
設
置
区
へ
の
新
設
凍
結
は
自

区
内
処
理
を
原
則
と
し
た
取
り
組
み
を
後
退

さ
せ
る
。

助
役
清
掃
ウ
茅
ク
ル
部
長
①
モ
デ
ル
実
施

を
行
い
効
果
的
な
減
量
策
を
検
討
し
て
い
く
。

②
整
備
を
進
め
る
よ
う
強
く
主
張
し
て
い
く
。

國
圃
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
た
め
小
学

校
低
学
年
の
授
業
は
2
0
人
規
模
で
行
う
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
れ
。

教
育
長
　
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
す
る
。

閉
闘
圓
母
子
保
健
院
の
廃
止
で
区
内
小
児
医

療
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
十
分
な
対

清
掃
事
務
組
合
へ
の
対
応
を
問
う
。
。
き
・
3
3
3
・
3
き
§
2
3
・
3
2
3
3
3
・
3

社
会
民
主
党

　
　
　
　
　
　
桜
井
　
征
夫
議
員

四
圏
園
増
え
続
け
る
区
民
負
担
の
軽
減
に
努

め
る
べ
き
だ
。
①
医
療
制
度
改
革
な
ど
に
よ

る
国
保
世
帯
の
負
担
増
を
避
け
る
た
め
、
国

庫
負
担
の
引
上
げ
を
求
め
よ
。
②
介
護
保
険

の
見
直
し
で
は
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
保
険
料
な
ど
の
値
上
げ
を
抑

制
せ
よ
。
③
学
校
週
5
日
制
に
よ
り
学
校
外

で
の
教
育
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域

に
お
け
る
支
援
活
動
を
充
実
せ
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
保
健
福
祉
部
長
　
①
改
革

　
教
育
次
長
　
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
蘭
闘
闘
特
養
ホ
ー
ム
の
不
足
に
よ
り
待
機
者

　
が
増
え
続
け
て
い
る
。
改
定
さ
れ
る
介
護
保

　
険
事
業
計
画
に
一
層
の
増
設
を
盛
り
込
め
。

　
助
役
　
多
様
な
施
策
で
解
消
に
努
め
る
。

　
圏
大
規
模
開
発
か
ら
良
好
な
住
環
境
を

　
守
り
、
住
民
主
体
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ

　
と
が
重
要
だ
。
住
民
が
地
区
計
画
を
提
案
で

　
き
る
仕
組
み
を
、
街
づ
く
り
条
例
で
定
め
よ
。

　
都
市
整
備
部
長
　
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
街

　
づ
く
り
に
努
め
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　
剛
闘
圃
世
田
谷
清
掃
工
場
の
建
て
替
え
に
伴

　
う
解
体
工
事
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
飛

　
散
な
ど
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
区
独
自
の
規
制
を
設
け
不
安
解
消
に
努
め
よ
。

　
環
境
対
策
室
長
　
清
掃
事
務
組
合
に
必
要
な

　
措
置
を
要
請
し
て
い
く
。

　
闘
團
多
く
の
区
民
の
声
を
無
視
し
、
母
子

　
保
健
院
の
廃
止
条
例
が
都
議
会
に
提
案
さ
れ

　
た
。
可
決
さ
れ
な
い
よ
う
強
く
働
き
か
け
よ
。

　
区
長
　
助
役
　
引
き
続
き
小
児
初
期
救
急
医

　
療
体
制
の
充
実
を
要
望
し
て
い
く
。

“OOOOOO一
り①O

策
を
講
じ
る
よ
う
都
に
強
く
働
き
か
け
よ
。

保
健
福
祉
部
長
　
引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

闘
團
住
基
ネ
ッ
ト
の
個
人
情
報
保
護
策
は

不
十
分
だ
。
①
保
護
条
例
を
制
定
せ
よ
。
②

来
年
の
本
格
稼
動
ま
で
に
国
の
法
整
備
が
整

わ
な
い
場
合
は
接
続
停
止
も
検
討
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
世
田
谷
支
所
長
　
①
今
後
の

運
用
状
況
な
ど
を
見
て
検
討
し
た
い
。
②
国

に
早
期
制
定
を
要
請
し
て
い
く
。

の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
国
保
の
安
定
的
運

営
を
図
る
。
②
区
民
負
担
に
も
配
慮
し
て
保

険
料
を
設
定
す
る
。
③
子
ど
も
が
伸
び
や
か

に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

隅
燗
團
1
5
年
度
の
予
算
は
福
祉
重
視
で
編
成

す
べ
き
だ
。
①
施
策
の
安
定
的
な
展
開
に
向

け
、
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
れ
。
②
区
民
の

満
足
度
を
高
め
る
よ
う
、
負
担
に
見
合
う
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
せ
よ
。

助
役
　
①
引
き
続
き
努
力
す
る
。
②
医
療
と

保
健
福
祉
が
連
携
し
地
域
福
祉
を
支
え
る
。

爾
園
闘
有
事
法
制
は
地
方
自
治
の
根
幹
を
揺

る
が
す
も
の
だ
。
毅
然
と
し
て
反
対
せ
よ
。

区
長
　
関
心
を
持
っ
て
審
議
を
見
定
め
た
い
。
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石
塚
　
一
信
議
員
（
自
　
民
）

固
閾
国
田
桜
丘
付
近
の
千
歳
通
り
は
桜
並
木

の
葉
が
街
灯
を
遮
り
、
夜
間
は
暗
く
危
険
だ
。

改
善
せ
よ
。
㎜
①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用

化
が
進
ん
で
い
る
。
家
庭
へ
の
誘
導
策
を
工

夫
し
普
及
を
促
せ
。
②
学
校
の
プ
ー
ル
に
生

息
す
る
ヤ
ゴ
を
採
り
羽
化
さ
せ
る
な
ど
、
直

接
生
命
に
触
れ
る
環
境
教
育
を
行
え
。
㎜
パ

ソ
コ
ン
の
得
意
な
中
学
生
が
出
身
小
学
校
で

教
え
る
機
会
を
設
け
、
交
流
を
図
れ
。

教
育
長
　
世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
田
街
灯
の

増
設
な
ど
桜
を
守
り
つ
つ
適
切
に
対
処
す
る
。

㎝
①
方
策
を
検
討
す
る
。
②
指
導
し
て
い
く
。

圃
交
流
促
進
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

飯
塚
　
和
道
議
員
（
公
　
明
）

圏
臼。
学
校
施
設
の
改
修
は
国
の
補
助
を

活
用
し
着
実
に
進
め
る
べ
き
だ
。
①
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
十
分
な
耐
震
性
を
確
保
せ

よ
。
②
木
材
を
多
用
し
た
温
か
み
あ
る
教
室

を
作
れ
。
四
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
施
設
の
整

備
な
ど
が
不
可
欠
だ
。
①
総
合
運
動
場
体
育

館
に
冷
暖
房
を
備
え
よ
。
②
統
合
後
の
池
尻

中
体
育
館
を
開
放
せ
よ
。
㎜
新
星
・
池
尻
中

の
統
合
で
は
教
育
環
境
の
充
実
に
力
を
注
げ
。

教
育
長
　
教
育
次
長
ほ
か
　
田
①
耐
震
診
断

と
補
強
を
順
次
行
う
。
②
採
用
を
検
討
す
る
。

㎝
①
審
議
会
で
検
討
中
だ
。
②
関
係
所
管
と

協
議
す
る
。
圃
地
域
と
協
力
し
取
り
組
む
。

奥
村
　
ま
ぎ
議
員
（
民
・
無
）

一
園
圃
高
齢
者
や
障
害
者
の
視
点
に
立
ち
安

全
な
歩
道
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
①

改
修
時
に
は
、
段
差
解
消
だ
け
で
な
く
傾
斜

に
も
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
よ
。

②
通
行
を
妨
げ
る
電
柱
な
ど
は
移
設
せ
よ
。

③
三
軒
茶
屋
駅
周
辺
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
同

じ
再
開
発
地
区
内
で
途
切
れ
て
い
る
。
連
続

し
て
設
置
せ
よ
。
④
放
置
さ
れ
た
自
動
二
輪

車
も
撤
去
で
き
る
条
例
を
定
め
よ
。

建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
①
福
祉
の
い
え
ま
ち

推
進
条
例
の
基
準
に
よ
り
整
備
す
る
。
②
関

係
者
に
協
力
を
求
め
て
い
く
。
③
都
と
調
整

を
進
め
る
。
④
検
討
課
題
と
し
た
い
。

荒
木
　
義
一
議
員
（
自
　
民
）

嗣
固
田
8
0
万
緑
化
計
画
を
一
層
推
進
し
、

緑
の
減
少
や
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
防
ぐ
べ
き
だ
。
屋
上
緑

化
を
、
①
一
定
規
模
以
上
の
新
築
建
築
物
に

義
務
づ
け
よ
。
②
既
存
建
物
へ
の
助
成
制
度

も
創
設
せ
よ
。
四
都
立
明
正
高
校
が
1
5
年
3

月
に
廃
校
と
な
る
。
①
跡
地
問
題
へ
の
区
の

対
応
方
針
づ
く
り
を
急
げ
。
②
柔
道
室
や
剣

道
室
を
区
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
求
め
よ
。

助
役
　
都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
田
①
緑
化
基

準
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
②
制
度
化
し
た

い
。
団
①
地
区
の
誘
導
方
針
を
住
民
と
作
成

し
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
②
協
議
す
る
。

宇
田
川
　
国
一
議
員
（
自
　
民
）

固
園
園
田
上
馬
4
丁
目
な
ど
は
下
水
道
の
幹

線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
集
中
豪
雨
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
原
因
を
究
明
し
、

遊
水
地
を
設
け
る
な
ど
対
策
を
講
じ
よ
。
田

放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
朝
の
時
間
帯
に

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る

が
、
三
軒
茶
屋
駅
周
辺
で
は
昼
間
の
放
置
も

深
刻
だ
。
買
い
物
客
専
用
の
駐
輪
場
を
設
置

す
る
な
ど
、
解
消
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
ω
多
様
な
手
法
を
用

い
た
浸
水
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
四
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
率
向
上
や
駐
輪
場
の
増

設
な
ど
対
策
を
充
実
し
て
い
く
。

宍
戸
　
教
男
議
員
（
自
　
民
）

一
園
圃
区
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
。
①
す
べ
て
の
施
策

を
安
全
・
安
心
の
観
点
で
見
直
し
新
た
な
実

施
計
画
に
反
映
さ
せ
よ
。
②
地
域
の
防
犯
活

動
団
体
間
の
連
携
を
促
す
な
ど
支
援
を
強
化

せ
よ
。
③
街
の
危
険
箇
所
を
改
善
せ
よ
。
④

自
転
車
の
事
故
防
止
に
向
け
、
安
全
指
導
を

徹
底
せ
よ
。
⑤
松
原
地
区
で
は
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。
対
策
を
講
じ
よ
。

政
策
経
営
部
長
ほ
か
　
①
重
要
な
柱
と
し
た

い
。
②
取
り
組
ん
で
い
く
。
③
多
様
な
方
策

を
講
じ
る
。
④
安
全
教
育
に
一
層
力
を
注
ぐ
。

⑤
都
と
連
携
し
て
対
策
を
進
め
て
い
く
。

山
口
拓
議
員
（
民
・
無
）

嗣
閏
脚
田
世
田
谷
清
掃
工
場
へ
の
ガ
ス
化
溶

融
炉
導
入
で
は
、
安
全
性
を
十
分
に
確
認
し

区
民
の
不
安
解
消
に
努
め
よ
。
四
①
三
軒
茶

屋
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ω
地
元
の
意
見
や
情
報
を

十
分
に
取
り
入
れ
駐
輪
場
の
増
設
に
力
を
注

げ
。
ω
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
利
用
率
が
低
い
。

一
部
を
駐
輪
場
に
せ
よ
。
②
自
動
二
輪
車
も

撤
去
で
き
る
よ
う
条
例
を
整
備
せ
よ
。

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
長
ほ
か
　
田
情
報
の
収
集
、

提
供
に
努
め
る
。
㎝
①
ω
地
元
の
意
向
を
反

映
し
た
駐
輪
場
整
備
を
進
め
る
。
ω
検
討
し

て
い
る
。
②
警
察
と
連
携
し
対
策
を
進
め
る
。

桜
井
　
稔
議
員
（
共
　
産
）

固
国
圃
田
三
軒
茶
屋
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車

解
消
に
向
け
、
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
用
地
を
確

保
し
駐
輪
場
を
整
備
せ
よ
。
四
池
尻
3
丁
目

で
は
、
狭
い
道
路
が
抜
け
道
に
使
わ
れ
て
お

り
大
変
危
険
だ
。
隣
接
す
る
都
有
地
を
活
用

し
、
歩
道
の
整
備
を
急
げ
。
圃
三
宿
の
自
衛

隊
中
央
病
院
は
建
て
替
え
に
伴
い
、
生
物
兵

器
に
よ
る
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
施
設
設
置
の
中
止
を
求
め
よ
。

世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
田
引
き
続
き
用
地
の

確
保
に
努
め
る
。
㎝
都
と
協
議
し
て
い
く
。

㎜
国
の
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
配
置
計
画

に
基
づ
き
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
。

西
村
　
孝
議
員
（
民
・
無
）

圏
少
子
化
に
よ
り
、
私
立
幼
稚
園
で
は

区
立
園
児
数
を
上
回
る
定
員
割
れ
の
状
態
が

続
い
て
お
り
、
私
立
園
を
補
完
す
る
と
い
う

区
立
園
の
役
割
は
終
わ
っ
た
。
維
持
運
営
費

も
高
額
な
区
立
園
は
、
廃
止
も
含
め
た
抜
本

的
な
見
直
し
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
①
区
の
考
え

方
を
示
せ
。
②
区
立
幼
稚
園
の
施
設
を
活
用

し
た
幼
保
一
体
化
に
取
り
組
み
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
待
機
児
の
早
期
解
消
を
目
指
せ
。

教
育
長
　
①
検
討
会
で
根
本
的
に
見
直
し
1
5

年
3
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
。
②
多
様
な
二

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
幼
児
教
育
と
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
一
体
的
に
検
討
す
る
。

“

西
崎
　
光
子
議
員
（
生
活
ネ
）

固
固
田
①
女
性
特
有
の
様
々
な
心
身
の
悩

み
に
応
え
る
た
め
、
女
性
医
師
に
よ
る
相
談

な
ど
の
保
健
施
策
を
推
進
せ
よ
。
②
女
性
自

ら
が
妊
娠
、
出
産
を
決
め
る
権
利
の
保
障
を

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
明
記
せ
よ
。
③
若

年
層
の
望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
、
学
校

で
の
性
教
育
に
工
夫
を
凝
ら
せ
。
四
N
P
O

と
の
協
働
を
一
層
推
進
す
べ
き
だ
。
①
協
働

の
指
針
を
示
せ
。
②
活
動
拠
点
を
確
保
せ
よ
。

助
役
　
保
健
所
長
ほ
か
　
田
①
性
差
を
踏
ま

え
た
視
点
で
進
め
る
。
②
調
整
計
画
に
反
映

さ
せ
る
。
③
充
実
を
図
る
。
四
①
1
4
年
度
内

に
策
定
す
る
。
②
早
急
に
方
策
を
立
て
た
い
。

下
条
　
忠
雄
議
員
（
反
政
党
）

固
閏
園
田
1
m
1
億
円
、
1
6
㎞
、
赤
字
タ
レ

流
し
の
地
下
外
環
道
に
地
元
負
担
の
声
、
負

担
可
能
か
。
四
①
1
兆
数
千
億
円
の
エ
イ
ト

ラ
イ
ナ
ー
、
資
金
調
達
の
メ
ド
は
。
②
区
に

負
担
能
力
は
あ
る
の
か
。
圃
自
民
党
が
要
求

す
る
新
庁
舎
建
設
費
は
姻
～
㎜
億
円
、
借
金

に
よ
る
建
設
は
区
民
が
容
認
し
な
い
。
凍
結

せ
よ
。
四
脱
借
金
行
政
、
脱
公
共
事
業
を
提

唱
し
、
世
田
谷
区
か
ら
全
国
へ
発
信
せ
よ
。

建
設
住
宅
部
長
ほ
か
　
田
計
画
が
進
む
中
で

議
論
さ
れ
る
と
考
え
る
。
四
①
国
へ
要
望
す

る
。
②
必
要
が
生
じ
れ
ば
検
討
す
る
。
圃
必

要
と
考
え
る
。
醐
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
。

笹
尾
　
淑
議
員
（
共
　
産
）

一
園
圃
田
朝
日
生
命
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
地
域

住
民
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
廃
止
予
定
だ
。

存
続
の
た
め
区
は
力
を
尽
く
せ
。
囮
精
神
障

害
者
施
策
を
充
実
す
べ
き
だ
。
①
自
立
と
社

会
参
加
を
促
す
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
烏
山

地
域
に
設
置
せ
よ
。
②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
を
実
施
し
て
い
る
団
体
を
強
力
に
支
援
せ

よ
。
㎜
過
去
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
伝
え
て

い
く
た
め
、
平
和
資
料
室
を
一
層
拡
充
せ
よ
。

政
策
経
営
部
長
ほ
か
　
田
引
き
続
き
検
討
を

進
め
て
い
く
。
四
①
開
設
を
目
指
す
。
②
国

や
都
に
補
助
事
業
の
拡
大
を
求
め
て
い
く
。

㎜
平
和
の
尊
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

唐
沢
　
と
し
み
議
員
（
社
　
民
）

厭
圓
固
田
区
民
参
画
の
区
政
を
進
め
る
た
め

に
、
①
新
し
い
実
施
計
画
に
区
民
意
見
を
十

分
反
映
さ
せ
よ
。
②
政
策
評
価
を
分
か
り
や

す
く
す
る
な
ど
、
情
報
の
共
有
化
に
全
力
を

注
げ
。
㎝
地
域
の
子
育
て
、
子
育
ち
環
境
の

充
実
に
向
け
、
①
子
ど
も
青
少
年
会
議
で
の

子
ど
も
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
。

②
児
童
虐
待
の
防
止
に
全
力
を
注
げ
。
圃
民

有
地
の
緑
を
増
や
す
誘
導
策
を
工
夫
せ
よ
。

助
役
　
政
策
経
営
部
長
ほ
か
　
田
①
努
め
て

い
く
。
②
情
報
提
供
を
一
層
進
め
る
。
四
①

具
体
化
に
努
め
る
。
②
関
係
機
関
と
の
連
携

を
更
に
深
め
る
。
圃
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

あ
べ
　
力
也
議
員
（
民
・
無
）

國
圃
園
田
環
境
I
S
O
認
証
取
得
に
基
づ
く

区
の
実
践
活
動
を
全
区
に
広
げ
る
た
め
、
N

P
O
な
ど
と
連
携
し
て
区
民
、
事
業
者
の
行

動
計
画
を
策
定
せ
よ
。
四
増
え
続
け
る
放
置

自
転
車
の
解
消
に
向
け
、
①
駅
周
辺
に
駐
輪

場
を
計
画
的
に
整
備
せ
よ
。
②
商
店
街
に
は

買
い
物
客
用
の
駐
輪
場
を
確
保
せ
よ
。
③
駅

に
配
置
し
て
い
る
整
理
誘
導
員
に
的
確
な
対

応
を
指
導
し
、
放
置
抑
制
効
果
を
高
め
よ
。

教
育
長
　
環
境
対
策
室
長
ほ
か
　
的
協
働
を

念
頭
に
取
り
組
む
。
⑳
①
可
能
な
場
所
か
ら

順
次
進
め
て
い
く
。
②
多
様
な
方
策
を
講
じ

る
。
③
委
託
先
の
指
導
を
強
化
し
て
い
く
。

上
島
　
よ
し
も
り
議
員
（
自
　
由
）

圏
園
囲
放
置
自
転
車
は
交
通
秩
序
や
行
政
コ

ス
ト
な
ど
様
々
な
面
で
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
①
区
民
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
し
っ
か

り
伝
わ
る
よ
う
な
意
味
の
あ
る
対
策
事
業
を

行
う
べ
き
だ
。
ω
1
台
分
で
も
多
く
駐
輪
場

を
整
備
せ
よ
。
ω
駐
輪
場
が
整
備
済
み
の
駅

か
ら
撤
去
を
行
え
。
㈲
経
費
を
分
か
り
や
す

く
公
開
せ
よ
。
②
自
転
車
を
重
要
な
交
通
手

段
と
し
て
位
置
づ
け
道
路
整
備
に
当
た
れ
。

建
設
住
宅
部
長
　
①
ω
駐
輪
場
適
地
の
確
保

に
努
め
る
。
↑
り
撤
去
時
間
な
ど
を
工
夫
す
る
。

㈲
今
後
も
正
確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。
②

独
自
の
自
転
車
道
整
備
手
法
を
検
討
し
た
い
。

五
十
畑
　
孝
司
議
員
（
自
　
民
）

固
固
田
健
康
せ
た
が
や
プ
ラ
ン
で
は
生
活

習
慣
の
改
善
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
①
基

本
健
康
診
査
を
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
禁

煙
指
導
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
生
か
せ
。
②

高
齢
者
の
歩
行
能
力
維
持
に
有
効
な
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
、
気
軽
に
で
き
る
環
境
を
整

え
よ
。
③
子
ど
も
に
食
を
通
し
て
健
康
の
大

切
さ
を
教
え
る
仕
組
み
を
作
れ
。
㎝
小
児
医

療
体
制
の
整
備
は
長
期
的
視
点
で
取
り
組
め
。

保
健
所
長
ほ
か
　
田
①
検
討
し
て
い
く
。
②

モ
デ
ル
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
。
③
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
。
肛D
医
療
機
関
な
ど
と
の

連
携
の
中
で
区
の
役
割
も
検
討
す
る
。

小
野
　
裕
次
郎
議
員
（
民
・
無
）

固
園
劃
田
障
害
者
福
祉
の
支
援
費
制
度
の
実

施
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
確
保
や
利

用
者
負
担
の
軽
減
な
ど
に
万
全
を
期
せ
。
凹

電
子
自
治
体
の
実
現
を
目
指
し
、
①
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
、
ω
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
め
。
ω
区
民
と
政

策
な
ど
に
つ
い
て
討
論
す
る
電
子
会
議
室
を

設
置
せ
よ
。
②
人
件
費
の
縮
減
な
ど
利
点
が

多
い
電
子
投
票
を
早
期
に
導
入
せ
よ
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
田
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

な
ど
に
努
め
る
。
囮
①
図
モ
デ
ル
事
業
を
通

し
て
進
め
て
い
く
。
ω
検
討
し
た
い
。
②
情

報
収
集
に
努
め
検
討
を
続
け
る
。

大
庭
　
正
明
議
員
（
行
革
佃
番
）

固
閾
園
地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
特
色
あ

る
自
治
体
経
営
を
行
い
、
自
治
体
間
の
競
争

に
勝
ち
抜
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
歳
入
の
根
幹
を
な
す
区
民
税
収
入
を

伸
ば
し
、
独
自
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
例
え
ば
区
民
税
の
3
割
を
占
め
て
い

る
所
得
層
を
増
や
す
政
策
も
考
え
る
べ
き
だ
。

よ
り
住
み
た
い
場
所
と
し
て
世
田
谷
が
選
ば

れ
る
政
策
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

助
役
　
政
策
経
営
部
長
　
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
福
祉
施
策
や
都
市
基
盤
整
備
な
ど
を
進
め

て
お
り
、
今
後
も
住
み
た
い
と
思
わ
れ
る
魅

力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
へ
ー
ジ
ヘ
続
く
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大
場
　
康
宣
議
員
（
自
　
民
）

一
團
闊
四
田
①
窓
口
の
接
遇
改
善
に
向
け
、
顔

写
真
付
き
名
札
を
導
入
せ
よ
。
②
新
し
い
予

算
編
成
手
法
に
よ
る
部
の
権
限
強
化
や
政
策

評
価
の
実
施
な
ど
に
伴
い
、
各
部
の
主
体
性

が
一
層
求
め
ら
れ
る
。
部
長
は
経
営
手
腕
を

発
揮
せ
よ
。
㎝
教
育
改
革
に
は
地
域
人
材
の

協
力
が
重
要
だ
。
地
域
と
学
校
の
連
携
に
文

化
系
財
団
な
ど
を
活
用
せ
よ
。
画
観
光
都
市

世
田
谷
の
魅
力
を
広
め
地
域
活
性
化
を
図
れ
。

助
役
　
総
務
部
長
ほ
か
　
田
①
検
討
す
る
。

②
政
策
形
成
の
観
点
か
ら
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
。
四
地
域
に
体
験
の
場
を
根
づ
か
せ

る
よ
う
努
め
る
。
圃
P
R
冊
子
を
作
る
。

長
谷
川
　
義
樹
議
員
（
公
　
明
）

固
閾
團
田
介
護
保
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
は
、
家
族
の
負
担
軽
減
に
不
可
欠
だ
。
①

4
カ
月
前
に
申
請
し
な
い
と
使
え
な
い
施
設

も
あ
り
緊
急
時
に
対
応
で
き
な
い
。
介
護
保

険
事
業
計
画
に
対
策
を
盛
り
込
め
。
②
各
施

設
の
空
き
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
せ

よ
。
四
自
転
車
は
環
境
負
荷
も
少
な
く
交
通

機
関
と
し
て
大
変
有
効
だ
。
実
施
計
画
に
自

転
車
道
の
整
備
を
位
置
づ
け
強
力
に
進
め
よ
。

助
役
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
部
長
ほ
か
　
田
①
計
画
の

改
訂
委
員
会
で
議
論
し
て
い
る
。
②
取
り
組

ん
で
い
く
。
㎝
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
整
備
す

る
路
線
を
選
定
し
、
取
り
組
み
た
い
。

川
上
　
和
彦
議
員
（
自
　
民
）

國
固
田
大
規
模
な
未
利
用
地
の
開
発
を
、

良
好
な
街
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
①
用
地
の
一
部
を
買
収
し
活
用
す
る
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
め
。
②
用
途
地
域
の
指

定
は
、
周
辺
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
柔
軟
に

見
直
せ
。
四
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

よ
る
オ
ウ
ム
対
策
で
は
、
①
周
辺
住
民
へ
の

影
響
を
正
確
に
把
握
し
活
用
せ
よ
。
②
対
策

協
議
会
の
活
動
に
効
果
的
な
補
助
を
行
え
。

烏
山
支
所
長
ほ
か
　
田
①
②
大
規
模
開
発
誘
導

方
針
を
策
定
し
、
住
環
境
に
配
慮
し
た
街
づ

く
り
を
進
め
る
。
㎝
①
区
民
の
不
安
解
消
に

一
層
取
り
組
む
。
②
積
極
的
に
支
援
す
る
。

山
内
　
彰
議
員
（
自
　
民
）

閻
囚
圃
田
大
山
道
な
ど
の
古
道
や
旧
町
名
は
、

世
田
谷
の
過
去
の
生
活
を
伝
え
る
貴
重
な
文

化
財
だ
。
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
残
し
て
い
く

た
め
、
保
全
や
復
活
を
図
れ
。
㎝
緑
道
は
区

民
が
散
歩
を
楽
し
み
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
る
な
ど
身
近
で
魅
力

あ
る
場
だ
。
①
距
離
表
示
や
健
康
遊
具
な
ど

の
整
備
を
進
め
よ
。
②
放
置
バ
イ
ク
対
策
や

道
路
横
断
箇
所
の
安
全
対
策
に
も
取
り
組
め
。

教
育
次
長
ほ
か
　
田
道
標
の
設
置
や
由
来
の

表
示
な
ど
で
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。
田

①
多
目
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
。

②
関
係
機
関
と
協
議
し
対
策
を
講
じ
た
い
。

板
井
　
斎
議
員
（
公
　
明
）

園
固
“
田
新
し
い
公
共
の
実
現
に
は
N
P
O

と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。
①
行
政
サ
ー
ビ
ス

ヘ
の
活
用
を
推
進
せ
よ
。
②
協
働
の
あ
り
方

な
ど
を
定
め
た
条
例
を
作
れ
。
㎝
一
定
額
以

上
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
払
い
戻
し
制

度
は
、
申
請
方
法
を
簡
略
化
し
利
用
を
促
せ
。

圃
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
①
身

近
な
生
活
支
援
相
談
窓
口
を
設
け
よ
。
②
成

年
後
見
制
度
な
ど
の
利
用
促
進
策
を
講
じ
よ
。

助
役
　
保
健
福
祉
部
長
　
ω
①
体
制
を
整
え

る
。
②
検
討
し
た
い
。
田
多
様
な
方
法
に
よ

り
利
便
を
図
る
。
圃
①
各
地
域
で
の
展
開
を

図
り
た
い
。
②
一
層
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

小
畑
　
敏
雄
議
員
（
自
　
民
）

圏
田
学
校
週
昌
制
で
は
、
週
末
を
有

意
義
に
過
ご
す
た
め
に
地
域
活
動
の
充
実
が

不
可
欠
だ
。
親
子
が
↓
緒
に
楽
し
め
る
事
業

を
展
開
せ
よ
。
㎜
災
害
対
策
は
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
が
重
要
だ
。
①
職
員
は
、
よ
り
実
践

的
な
訓
練
を
積
み
重
ね
よ
。
②
避
難
所
の
円

滑
な
運
営
に
向
け
、
㈱
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
る
な
ど
万
全
な
態
勢
を
整
え
よ
。
ω
小
中

学
校
で
は
非
常
用
照
明
設
備
を
充
実
せ
よ
。

教
育
長
　
教
育
次
長
ほ
か
　
田
更
に
取
り
組

み
た
い
。
四
①
災
害
時
の
従
事
予
定
場
所
で

訓
練
を
行
う
。
②
ω
避
難
所
運
営
訓
練
を
充

実
す
る
。
ω
既
存
照
明
の
活
用
も
研
究
す
る
。

木
下
　
泰
之
議
員
（
無
党
派
）

固
固
ω
経
堂
駅
周
辺
街
づ
く
り
協
議
会
役

員
が
起
こ
し
た
名
誉
殿
損
訴
訟
は
私
が
勝
訴
。

議
場
で
の
言
論
の
自
由
は
一
般
的
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
勝
る
と
最
高
裁
が
認
め
た
。
見
解
を
。

㎝
同
協
議
会
の
街
づ
く
り
計
画
案
策
定
見
送

り
に
か
か
わ
ら
ず
、
区
は
駅
前
広
場
等
の
都

市
計
画
手
続
き
に
入
っ
た
が
条
例
違
反
だ
。

㎜
違
法
判
決
を
無
視
し
進
む
小
田
急
線
連
立

化
の
夜
間
工
事
の
即
刻
中
止
を
要
請
せ
よ
。

区
長
　
世
田
谷
支
所
長
ほ
か
　
“
田
民
間
同
士

の
問
題
を
論
評
す
る
立
場
に
は
な
い
。
㎝
住

民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
圃

夜
間
工
事
の
事
前
周
知
を
求
め
る
。

谷
逸
子
議
員
（
公
明
）

圃
園
囚
田
都
立
明
正
高
校
の
廃
止
で
は
、
①

記
念
碑
建
立
を
都
に
求
め
よ
。
②
周
辺
環
境

を
守
る
た
め
、
区
民
が
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
既
存
建
物
を
活
用
す
べ
き
だ
。
区
の
方

針
を
示
せ
。
皿
児
童
虐
待
は
増
加
の
一
途
だ
。

①
虐
待
さ
れ
た
子
を
受
け
入
れ
る
里
親
制
度

の
普
及
に
努
め
よ
。
②
虐
待
防
止
の
啓
発
を

継
続
せ
よ
。
③
子
ど
も
自
身
が
自
分
を
守
る

暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
層
普
及
さ
せ
よ
。

政
策
経
営
部
長
ほ
か
　
田
①
支
援
し
た
い
。

②
都
の
動
向
を
見
な
が
ら
周
辺
と
調
和
す
る

誘
導
方
針
を
作
成
す
る
。
四
①
都
と
連
携
す

る
。
②
推
進
す
る
。
③
積
極
的
に
支
援
す
る
。

岩
本
　
激
昌
議
員
（
公
　
明
）

國
固
田
廃
止
予
定
の
朝
日
生
命
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
た

れ
て
い
る
。
存
続
へ
の
強
い
要
望
に
応
え
対

策
を
講
じ
よ
。
㎝
北
鳥
山
に
あ
る
緑
豊
か
な

民
間
学
生
寮
の
売
却
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

緑
化
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
区
と
し
て
ど

う
対
処
す
る
の
か
。
圃
障
害
者
や
高
齢
者
が

利
用
す
る
福
祉
バ
ス
の
停
留
所
に
は
、
ベ
ン

チ
が
不
可
欠
だ
。
早
急
に
整
備
せ
よ
。

政
策
経
営
部
長
ほ
か
　
田
課
題
を
整
理
し
検

討
を
進
め
て
い
く
。
㎝
貴
重
な
緑
と
位
置
づ

け
検
討
し
て
い
く
。
圃
引
き
続
き
可
能
な
場

所
か
ら
整
備
に
取
り
組
む
。

原
田
　
正
幸
議
員
（
自
　
民
）

固
岡
圓
ω
大
規
模
マ
ン
シ
．
ン
な
ど
の
建
設

で
は
、
民
間
の
検
査
機
関
に
よ
る
建
築
確
認

が
増
加
し
て
い
る
。
違
反
建
築
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
区
の
対
応
を
強
化
せ
よ
。
四
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に
効

果
的
だ
。
多
摩
川
河
川
敷
に
施
設
を
整
備
せ

よ
。
四
学
校
の
耐
震
化
や
普
通
教
室
へ
の
冷

房
機
の
設
置
を
要
望
す
る
。
㎜
奥
沢
地
区
の

デ
イ
ホ
ー
ム
の
早
期
開
設
を
切
に
望
む
。

都
市
整
備
部
長
ほ
か
　
田
民
間
検
査
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
違
反
建
築
の
取
締
り
を

徹
底
し
て
い
く
。
四
国
の
河
川
整
備
計
画
の

改
正
の
機
会
を
と
ら
え
検
討
し
た
い
。

小
泉
　
た
ま
子
議
員
（
新
風
2
1
）

國
旧
團
田
区
民
の
自
主
自
立
の
支
援
に
向
け
、

①
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
区
民
活
動
の
場
を
確
保

せ
よ
。
②
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
出
張
所
づ
く

り
に
努
め
よ
。
㎝
区
の
幹
部
は
区
民
要
望
の

把
握
が
不
十
分
だ
。
区
民
に
接
す
る
職
員
の

意
識
調
査
を
行
い
、
結
果
を
施
策
に
生
か
せ
。

圓
区
民
に
分
か
り
や
す
い
簡
素
な
組
織
づ
く

り
に
努
め
よ
。
四
子
ど
も
施
策
の
展
開
で
は
、

地
域
の
民
間
施
設
な
ど
の
活
用
も
図
れ
。

助
役
　
政
策
経
営
部
長
ほ
か
　
田
①
更
に
努

力
す
る
。
②
地
区
担
当
制
を
有
効
に
機
能
さ

せ
て
い
く
。
団
提
案
の
趣
旨
を
実
現
し
た
い
。

圃
改
善
し
て
い
く
。
四
最
大
限
活
用
す
る
。

会
派
名
　
自
民
”
自
由
民
主
党
区
議
団
　
公
明
1
1
公
明

党
区
議
団
　
民
・
無
闘
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
　
共

産
闘
日
本
共
産
党
区
議
団
　
生
活
ネ
“
生
活
者
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
区
議
団
　
社
民
“
社
会
民
主
覚
区
議
団
　
反
政

党
日
反
政
党
・
改
革
派
　
行
革
m
番
1
1
世
田
谷
行
革
m

番
無
党
派
口
無
党
派
市
民
新
風
2
1
凹
新
風
2
1
自

由
”
自
由
党
世
田
谷

平成13年度

決算のあらまし

●平成13年度各会計決算額●

歳入決算額
対前年度比
伸び率（％）

歳出決算額
対前年度比
伸び率（％）

歳入歳出差引額

一　般　　会　　計 2312億3844万7223円 0．7 2210億6975万1162円 一1．6 101億6869万6061円

国民健康保険事業会計 539億2763万24刀円 4．6 534億7839万2151円 4．8 4億4924万326円

老人保健医療会計 620億2198万8563円 一1．4 620億2198万8563円 一1．4 0円

介護保険事業会計 253億954万6792円 24．2 244億4938万8188円 28．4 8億6015万8604円

中学校給食費会計 4億4709万8802円 一6．0 4億4578万9187円 一5．7 130万9615円

計 3729億4471万3857円 2．2 3614億6530万9251円 0．9 114億7940万4606円

一その他
　　90億250万5922円
　　4．0％
　　衛生費（がん・伝染病¢
　　　　食品衛生など）
　　産業経済費、議会費

環境費
86億5065万6327円
3．9％

清稲・リサイクル事業、公害ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清描・リサイクル事業、公害対策など　　　　　　　　衛生費（がん・伝染病の予防、母子保健、

286万5・・5円　　　公倣　　　　　　　　麟経謙鑛茎ど）廠ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　撫　瓢』　劉騨1国民年鍵

　　　　　　　　　　　　　　　　　総務費　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　531億8236万9969円
　　　　　　　　　　　　　　　　　229億8217万2162円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．1％
　　　　　　　　　　　　　　　　　10．4％　　　　　　　　　　　　土木費　　　　　　　　　　　　職員の人件費
＿特別区交付金　　　　　　　防災対策、私立幼稚園などへの助成、広報・　270億8029万7485円
　287億4324万5000円　　　唇聴活動・施設の維持管理・文化・コミュニ　　12・2％

124％　　　　看醤職黎健全敵男女共同参　瀬蕩躍遜撒難蟹灘灘の整備・

一般会計決算の内訳（％一構成比）

　　解励　　「轍

諸収入　　》
227億6835万4178円
9．9％

地方消費税交付金＼
78億798万7000円
3．4％

地方特例交付金／
91億2782万3000円

織金ゴ
118億4383万4023円
畿支出金＿／

158憧2003万5824円
6．8％
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O
自
由
民
主
党

0
2
3
区
の
再
編
成
問
題
へ
の
区
の
方
針
明
示

○
外
郭
団
体
の
自
立
を
促
す
取
り
組
み
強
化

○
大
規
模
未
利
用
地
開
発
へ
の
対
策
の
強
化

0
区
が
主
導
す
る
都
区
財
調
制
度
へ
の
改
善

○
健
全
財
政
堅
持
へ
の
強
力
な
取
り
組
み

○
支
所
の
予
算
編
成
権
限
の
拡
大

○
住
民
参
加
型
ミ
ニ
公
募
債
の
早
期
導
入

O
庁
内
I
T
化
に
よ
る
経
費
節
減
の
徹
底

○
本
庁
舎
建
て
替
え
構
想
の
早
期
策
定

O
職
員
の
服
務
規
律
の
徹
底

O
周
辺
住
民
を
守
る
オ
ウ
ム
対
策
の
強
化

○
賃
借
し
て
い
る
区
施
設
の
買
収
の
検
討

⑰
公
　
明
　
党

O
P
F
I
の
積
極
的
な
活
用

O
せ
た
が
や
2
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
政
策
へ
の
反
映

○
経
営
戦
略
を
示
す
次
期
実
施
計
画
の
策
定

○
政
策
評
価
へ
の
第
三
者
評
価
の
導
入

○
行
革
条
例
失
効
後
の
継
続
的
な
取
り
組
み

○
民
間
人
登
用
に
よ
る
外
郭
団
体
の
効
率
化

O
職
員
の
接
遇
改
善
の
徹
底

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
構
造
改
革
特
区
制
度
の
積
極
的
活
用

O
職
員
費
抑
制
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

○
住
基
ネ
ッ
ト
導
入
費
の
国
へ
の
負
担
要
求

○
電
子
自
治
体
実
現
へ
の
取
り
組
み
強
化

○
区
民
税
の
徴
収
率
向
上

●
日
本
共
産
党

○
明
正
高
廃
校
後
の
既
存
施
設
活
用
の
要
請

0
本
庁
舎
建
て
替
え
の
必
要
性
へ
の
疑
問

○
入
札
参
加
資
格
登
録
の
随
時
受
け
付
け

○
中
小
業
者
の
生
活
を
守
る
発
注
額
の
確
保

○
公
共
工
事
前
払
金
の
限
度
額
の
引
上
げ

●
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

O
独
自
性
あ
る
区
政
の
積
極
的
な
推
進

○
住
民
参
加
型
公
募
債
の
発
行

○
新
し
い
公
共
実
現
へ
の
具
体
策
の
明
示

⑫
社
会
民
主
党

○
区
債
の
計
画
的
償
還
と
発
行
の
抑
制

O
先
駆
的
施
策
を
実
現
で
き
る
職
員
の
育
成

⑭
反
政
党
・
改
革
派

平
成
得
年
度
決
算
の
審
査
の
た
め
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
7
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
議
員
の
行
政
機
関
へ
の
委
員
就
任
廃
止

㊦
世
田
谷
行
革
胴
旧
番

○
自
治
体
間
競
争
に
勝
つ
経
営
戦
略
の
確
立

●
無
党
派
市
民

○
選
管
委
補
充
時
の
自
民
離
党
認
定
に
疑
義

●
新
　
風
　
2
1

0
施
策
の
周
知
を
重
視
し
た
区
報
の
編
集

●
自
由
党
世
田
谷

○
補
助
金
交
付
基
準
の
明
確
化
と
適
正
執
行

●
自
由
民
主
党

○
町
会
活
動
へ
の
支
援
の
強
化

O
老
朽
化
し
た
区
民
セ
ン
タ
ー
の
改
築
推
進

O
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

○
エ
コ
マ
ネ
ー
導
入
へ
の
取
り
組
み
強
化

O
区
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
策
の
強
化

O
文
化
系
新
財
団
の
自
立
経
営
へ
の
指
導

○
国
際
理
解
を
深
め
る
施
策
の
充
実

O
環
境
重
視
の
施
策
の
展
開

O
中
小
企
業
支
援
策
の
強
化

○
商
店
街
振
興
へ
の
強
力
な
取
り
組
み

○
準
工
業
地
域
で
の
工
場
の
操
業
環
境
保
全

O
清
掃
現
業
職
員
の
高
額
な
手
当
の
是
正

●
公
　
明
　
党

O
再
開
発
地
区
へ
の
区
民
施
設
整
備
の
促
進

O
区
民
に
文
化
芸
術
を
広
め
る
人
材
の
育
成

○
地
球
温
暖
化
防
止
の
啓
発
強
化

○
エ
コ
ラ
イ
フ
活
動
の
全
区
展
開

O
商
店
街
の
組
織
力
強
化
へ
の
支
援

O
定
職
を
持
た
な
い
若
年
層
へ
の
就
業
対
策

○
消
費
者
被
害
情
報
の
積
極
的
な
提
供

●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
窓
口
職
員
の
接
遇
の
改
善

○
住
基
ネ
ッ
ト
本
格
稼
動
へ
の
慎
重
な
対
応

○
清
掃
事
業
の
自
区
内
処
理
原
則
の
堅
持

○
世
田
谷
清
掃
工
場
改
築
で
の
万
全
な
対
策

O
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進

●
日
本
共
産
党

○
け
や
き
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
の
延
長

O
文
学
館
の
文
学
サ
ロ
ン
の
開
放
日
の
拡
大

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
利
用
日
時
の
拡
大

O
就
労
支
援
へ
の
強
力
な
取
り
組
み

O
清
掃
工
場
改
築
へ
の
区
民
参
画
の
拡
大

㊦
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
女
性
の
健
康
と
権
利
を
守
る
事
業
の
拡
充

○
地
域
の
環
境
活
動
指
導
者
と
の
連
携
強
化

○
世
田
谷
清
掃
工
場
改
築
へ
の
万
全
な
対
応

0
社
会
民
主
党

O
子
ど
も
の
意
見
表
明
の
場
の
十
分
な
確
保

○
世
田
谷
清
掃
工
場
解
体
で
の
環
境
対
策

●
反
政
党
・
改
革
派

○
区
議
が
長
の
町
会
、
商
店
会
の
問
題
点

●
世
田
谷
行
革
佃
番

○
中
小
零
細
業
者
を
守
る
姿
勢
の
欠
如

●
無
党
派
市
民

○
中
野
区
に
続
き
住
基
ネ
ッ
ト
接
続
停
止
を

●
新
　
風
　
勿

O
出
張
所
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
強
化

㊥
自
由
党
世
田
谷

○
独
自
の
清
掃
事
業
と
自
区
内
処
理
原
則

●
自
由
民
主
党

O
小
児
救
急
医
療
施
設
の
整
備
推
進

○
介
護
保
険
の
充
実
を
図
る
事
業
計
画
改
定

○
国
保
加
入
者
増
加
に
対
応
す
る
体
制
整
備

O
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
促
進

O
訪
問
口
腔
ケ
ア
事
業
の
利
用
の
促
進

O
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
強
力
な
推
進

O
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
へ
の
取
り
組
み

（
緊
急
度
を
優
先
し
た
入
所
基
準
の
作
成
、

　
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
）

O
在
宅
介
護
を
支
え
る
体
制
の
強
化
（
ケ
ア

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
質
の
向
上
、
介
護
者
の

　
支
援
、
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
充
実
）

●
公
　
明
　
党

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
憲
章
の
制
定

O
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
継
続
実
施

○
保
育
園
入
所
基
準
の
見
直
し

○
区
独
自
の
医
療
行
政
の
積
極
的
な
展
開

0
人
と
動
物
と
の
共
生
条
例
の
早
期
制
定

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
早
急
な
拡
充
．

○
特
養
ホ
ー
ム
入
所
基
準
の
改
善

0
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

○
小
児
救
急
医
療
体
制
の
充
実

○
認
証
保
育
所
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
指
導

O
障
害
者
支
援
費
制
度
へ
の
着
実
な
準
備

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
早
期
拡
充

○
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
策
の
強
化

O
日
本
共
産
党

O
母
子
の
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み
強
化

O
国
保
料
徴
収
で
の
区
民
負
担
へ
の
配
慮

O
高
齢
者
の
予
防
接
種
料
金
の
引
下
げ

O
障
害
者
支
援
費
制
度
へ
の
万
全
な
対
応

O
移
送
団
体
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
適
用

⑱
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
介
護
保
険
の
第
三
者
評
価
制
の
早
期
導
入

○
保
健
福
祉
苦
情
審
査
会
制
度
の
周
知
徹
底

O
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み
強
化

◎
社
会
民
主
党

○
介
護
保
険
料
減
免
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

○
障
害
者
支
援
費
制
度
へ
の
万
全
な
対
策

㊥
反
政
党
・
改
革
派

○
問
題
山
積
の
か
か
り
つ
け
医
事
業

◎
世
田
谷
行
革
…
…
番

○
松
原
の
小
児
救
急
施
設
の
診
療
時
間
延
長

⑫
無
党
派
市
民

○
診
療
開
示
と
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を

●
新
　
風
　
2
1

0
福
祉
作
業
所
で
の
魅
力
あ
る
商
品
の
開
発

◎
自
由
党
世
田
谷

○
小
児
救
急
医
療
体
制
の
一
層
の
充
実

⑭
自
由
民
主
党

O
下
北
沢
駅
周
辺
整
備
で
の
住
民
意
見
反
映

〇
二
子
玉
川
再
開
発
の
積
極
的
な
推
進

O
区
内
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

O
小
児
病
院
跡
地
開
発
へ
の
住
民
意
見
反
映

○
地
区
の
特
性
を
生
か
す
用
途
地
域
の
指
定

○
大
井
町
線
の
踏
切
遮
断
時
間
短
縮
の
要
請

○
外
環
道
建
設
促
進
へ
の
取
り
組
み

O
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
相
談
体
制
の
整
備

○
老
朽
区
営
住
宅
の
効
率
的
な
修
繕
と
改
築

O
道
路
と
交
差
す
る
緑
道
の
交
通
安
全
対
策

○
自
動
二
輪
車
の
違
法
駐
車
対
策
の
確
立

○
放
置
自
転
車
解
消
へ
の
取
り
組
み
強
化

㊦
公
　
明
　
党

○
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
の
環
境
空
地
の
確
保

○
小
児
病
院
跡
地
周
辺
の
良
好
な
街
づ
く
り

O
地
域
の
緑
化
活
動
へ
の
支
援
強
化

○
屋
上
緑
化
促
進
へ
の
取
り
組
み
強
化

○
電
線
地
中
化
の
計
画
的
な
推
進

O
自
転
車
専
用
道
の
早
期
整
備

O
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
利
用
促
進

⑬
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
小
児
病
院
跡
地
開
発
で
の
万
全
な
対
応

O
建
築
工
事
で
の
中
間
検
査
対
象
の
拡
大

〇
三
軒
茶
屋
周
辺
へ
の
駐
輪
場
の
早
期
増
設

O
車
道
へ
の
自
転
車
レ
ー
ン
併
設
の
工
夫

O
自
動
二
輪
車
の
放
置
対
策
の
実
施

㊧
日
本
共
産
党

○
経
堂
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
計
画
の
再
考

O
成
城
の
駅
周
辺
都
市
計
画
手
続
へ
の
疑
義

〇
二
子
玉
川
再
開
発
へ
の
慎
重
な
対
応

O
住
民
参
加
の
街
づ
く
り
の
一
層
の
推
進

○
宇
奈
根
地
区
へ
の
バ
ス
路
線
の
早
期
開
設

O
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
街
づ
く
り
へ
の
子
ど
も
の
参
画

○
大
雨
に
備
え
た
治
水
対
策
の
早
期
実
施

O
放
置
自
転
車
対
策
の
一
層
の
強
化

㊦
社
会
民
主
党

〇
二
子
玉
川
再
開
発
で
の
施
設
計
画
の
検
証

0
国
分
寺
崖
線
を
保
全
す
る
条
例
の
制
定

㊤
反
政
党
・
改
革
派

○
脱
法
行
為
の
公
社
へ
の
工
事
委
託

⑨
世
田
谷
行
革
胴
ゆ
番

O
区
内
建
設
組
合
の
不
祥
事
の
全
容
解
明

⑪
無
党
派
市
民

O
超
高
層
住
宅
反
対
の
区
方
針
を
確
立
せ
よ

O
新
　
風
　
2
1

0
人
が
集
ま
る
公
園
づ
く
り
へ
の
工
夫

⑬
自
由
党
世
田
谷

O
成
城
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
明
示

⑬
自
由
民
主
党

O
学
校
職
員
の
公
金
着
服
事
件
の
再
発
防
止

○
地
域
と
連
携
し
た
学
校
安
全
対
策
の
強
化

○
学
校
改
築
推
進
へ
の
積
極
的
な
予
算
配
分

○
校
庭
芝
生
化
の
モ
デ
ル
実
施
の
検
討

O
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ヘ
の
支
援

O
中
学
校
部
活
動
指
導
者
へ
の
支
援
の
強
化

○
熱
意
あ
る
教
員
の
育
成
（
地
域
活
動
へ
の

　
参
加
促
進
、
情
報
教
育
研
修
の
強
化
）

O
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
教
育
効
果
向
上

O
子
ど
も
の
体
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
強
化

O
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
一
層
の
活
用

O
学
校
成
績
の
絶
対
評
価
の
信
頼
性
確
保

⑭
公
　
明
　
党

O
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
冷
房
機
の
設
置

O
学
校
協
議
会
と
連
携
し
た
校
庭
芝
生
化

○
障
害
児
の
就
学
相
談
体
制
の
一
層
の
強
化

O
乳
幼
児
絵
本
リ
ス
ト
の
配
付
方
法
の
改
善

○
生
徒
の
個
性
に
合
っ
た
進
路
指
導
の
推
進

○
民
間
運
動
施
設
の
子
ど
も
へ
の
開
放
要
請

○
駒
沢
小
改
築
で
の
万
全
な
配
慮

＠
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
校
庭
芝
生
化
に
よ
る
外
遊
び
の
奨
励

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
一
層
の
推
進

○
学
校
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
指
導

O
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上

○
ほ
っ
と
ス
ク
ー
ル
の
増
設

㊨
日
本
共
産
党

O
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
冷
房
機
の
設
置

○
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
縮
小
の
阻
止

O
全
区
立
図
書
館
へ
の
パ
ソ
コ
ン
の
設
置

0
3
0
人
学
級
の
早
期
実
現

○
平
和
を
愛
す
る
教
育
の
一
層
の
推
進

⑲
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

O
普
通
教
室
冷
房
化
の
健
康
面
か
ら
の
検
討

○
少
人
数
教
育
に
よ
る
基
礎
学
力
の
向
上

O
女
性
の
健
康
を
重
視
し
た
性
教
育
の
実
施

㊥
社
会
民
主
党

○
家
庭
教
育
充
実
へ
の
強
力
な
支
援

O
区
立
校
の
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
強
化

⑭
反
政
党
・
改
革
派

○
常
識
は
ず
れ
の
学
童
擁
護
職
の
給
与

⑱
世
田
谷
行
革
㎜
番

○
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
冷
房
機
の
設
置

㊥
無
党
派
市
民

O
文
学
賞
・
図
書
館
充
実
で
文
学
館
廃
止
を

＠
新
　
風
　
2
1

0
幼
児
の
し
つ
け
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

⑭
自
由
党
世
田
谷

○
世
田
谷
の
教
育
と
教
員
人
事
の
あ
り
方

強㎜γ欝欝響難饗響
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平成13年度決算に対する

　10月18日の本会議で11人の議員が各会派を代表して、平
成13年度各会計決算に対する意見を表明しました。その要
旨をお伝えします。なお、意見表明者は次のとおりです。

　自由民主党誠山口裕久議員
　公明党＝諸星養一議員
　民主党・無所属クラブ騒あベカ也議員
　日本共産党＝桜井稔議員
　生活者ネットワーク躍西崎光子議員
　社会民主党＝桜井征夫議員
　反政党・改革派旨下条忠雄議員
　世田谷行革110番躍大庭正明議員

　無党派市民＝木下泰之議員
　新風21＝小泉たま子議員
　自由党世田谷旨上島よしもり議員

　「「「「「
　　「「
τ，『　7’　　＿
マ　　　　 ・　曹　　㍗3

砧写　》f　　　」・）有
》　　1㌧墨　　》　　1∂

固　　　　r7，

行
政
の
役
割
を
間
い
直
し

小
さ
な
政
府
の
実
現
を

　
区
民
の
二
ー
ズ
ヘ
の
対
応
を
名
目
に
、
行

政
は
肥
大
化
し
続
け
て
き
た
。
バ
ブ
ル
経
済

が
崩
壊
し
構
造
改
革
が
叫
ば
れ
る
今
、
区
も

区
政
全
般
に
わ
た
り
自
ら
の
役
割
を
問
い
直

し
、
小
さ
な
政
府
の
実
現
に
取
り
組
め
。

　
我
が
党
が
主
張
し
て
き
た
1
0
年
間
で
㎜
名

の
職
員
削
減
は
、
現
業
職
の
統
合
な
ど
で
実

現
可
能
だ
。
ま
ず
学
校
用
務
職
と
学
童
擁
護

職
を
統
合
せ
よ
。
ま
た
、
小
学
校
給
食
調
理

業
務
は
一
刻
も
早
く
民
間
委
託
化
せ
よ
。
保

育
園
や
図
書
館
な
ど
の
委
託
化
も
検
討
せ
よ
。

　
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
都
市
と
し

て
の
財
政
基
盤
を
確
立
す
べ
き
だ
。
区
の
主

体
性
を
発
揮
で
き
る
都
区
財
調
制
度
へ
の
見

直
し
を
強
く
求
め
よ
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
な
ど
の
新
し
い
手
法
も
導
入
せ
よ
。
更

に
、
地
域
の
金
融
機
関
と
連
携
し
、
区
内
中

小
企
業
へ
の
経
営
支
援
を
一
層
強
化
せ
よ
。

　
清
掃
事
業
の
完
全
移
管
に
向
け
、
自
区
内

処
理
の
原
則
の
堅
持
を
清
掃
事
務
組
合
に
強

く
求
め
よ
。
清
掃
工
場
の
民
間
委
託
化
も
実

現
せ
よ
。
ま
た
、
清
掃
職
員
の
高
額
な
手
当

な
ど
は
、
区
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
改
め
よ
。

　
障
害
者
支
援
費
制
度
の
実
施
で
は
、
基
盤

を
整
備
し
万
全
を
期
せ
。
ま
た
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
も
目
指
せ
。
特
養
ホ

ー
ム
に
真
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
が

入
所
で
き
る
、
新
た
な
基
準
を
早
急
に
示
せ
。

　
都
市
基
盤
整
備
は
厳
し
い
財
政
状
況
で
も

着
実
に
進
め
る
べ
き
だ
。
外
環
道
は
幹
線
道

路
の
渋
滞
を
解
消
し
、
大
気
汚
染
を
改
善
す

る
な
ど
区
民
に
も
有
益
な
も
の
だ
。
積
極
的

に
建
設
を
促
進
せ
よ
。
大
規
模
未
利
用
地
の

開
発
で
は
、
周
辺
へ
の
影
響
を
予
測
し
的
確

に
対
処
す
べ
き
だ
。
独
自
の
ル
ー
ル
を
定
め

よ
。
ま
た
、
自
転
車
や
自
動
二
輪
車
の
放
置

問
題
で
は
実
効
性
あ
る
対
策
を
工
夫
せ
よ
。

　
学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
避
難
所
機
能
も

考
慮
し
耐
震
化
を
図
れ
。
ま
た
、
冷
房
機
導

入
は
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
だ
が
、
壁
面
や

屋
上
の
緑
化
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
も
怠
る
な
。

　
行
革
は
職
員
の
意
識
変
革
な
く
し
て
は
成

し
得
な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
使
命
を
再
認
識

し
危
機
感
を
持
っ
て
職
務
の
遂
行
に
当
た
れ
。

安全網！

夕
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徹
底
し
た
内
部
努
力
で

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を

　
日
本
経
済
は
回
復
の
様
相
を
見
せ
ず
、
社

会
全
体
の
構
造
改
革
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
区

で
も
一
層
の
行
財
政
改
革
が
不
可
欠
だ
が
、

削
減
し
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
削
減
す
る
姿
勢

は
改
め
る
べ
き
だ
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
べ
く
、
徹
底
し
た
内
部
努
力

で
行
政
の
構
造
転
換
を
図
れ
。
職
員
の
意
識

改
革
も
進
め
よ
。
ま
た
、
困
難
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
区
民
を
守
る
、
区
独
自

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
立
せ
よ
。

　
清
掃
事
務
組
合
が
、
清
掃
工
場
の
全
区
へ

の
設
置
を
見
直
す
案
を
示
し
た
。
一
方
的
に

既
定
方
針
を
覆
そ
う
と
す
る
点
に
、
2
3
区
の

意
向
を
顧
み
な
い
都
の
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

区
は
、
自
区
内
処
理
原
則
の
堅
持
に
よ
る
完

全
移
管
に
向
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

せ
よ
。
清
掃
事
業
の
将
来
展
望
も
提
起
し
て

い
け
。
ま
た
、
財
調
制
度
を
始
め
、
都
と
区

の
関
係
の
あ
り
方
も
抜
本
的
に
見
直
せ
。

　
介
護
保
険
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
特

養
ホ
ー
ム
入
所
基
準
を
緊
急
度
優
先
に
改
め
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
充
に
も
努
め
よ
。
保

険
料
改
定
に
お
け
る
基
金
の
活
用
で
は
、
安

定
的
運
用
を
考
慮
し
、
取
り
崩
し
額
を
精
査

せ
よ
。
障
害
者
支
援
費
制
度
の
申
請
手
続
き

が
始
ま
っ
た
。
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
対
応
を
心
が
け
よ
。
障
害
者
施
設
の

運
営
委
託
で
は
、
利
用
者
や
家
族
の
意
向
に

十
分
配
慮
せ
よ
。
松
原
に
小
児
救
急
医
療
施

設
が
整
備
さ
れ
る
。
今
後
も
、
だ
れ
も
が
安

心
で
き
る
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に
努
め
よ
。

　
区
民
の
困
り
ご
と
対
策
で
は
、
カ
ラ
ス
対

策
に
有
効
な
ご
み
の
夜
間
収
集
や
、
折
り
た

た
み
式
収
集
ボ
ッ
ク
ス
の
導
入
に
取
り
組
め
。

自
転
車
対
策
で
は
、
放
置
台
数
の
多
い
駅
で

の
取
り
組
み
強
化
と
と
も
に
、
自
転
車
が
環

境
負
荷
の
少
な
い
交
通
手
段
と
し
て
一
層
活

用
さ
れ
る
よ
う
、
利
用
環
境
を
整
備
せ
よ
。

　
緑
と
水
の
環
境
都
市
を
目
指
し
、
国
分
寺

崖
線
の
保
全
や
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
、
緑
の

確
保
と
創
出
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
め
。

　
学
校
教
育
で
は
子
ど
も
の
個
性
や
才
能
を

引
き
出
す
よ
う
、
学
校
選
択
制
な
ど
様
々
な

方
策
を
検
討
し
区
独
自
の
教
育
を
構
築
せ
よ
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

独
自
施
策
の
強
力
な
推
進
を

　
健
全
財
政
の
維
持
は
行
政
運
営
の
根
幹
だ
。

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
で
の
、
実

質
収
支
の
9
年
ぶ
り
の
黒
字
転
換
を
評
価
す

る
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
は
一
層
改
善

す
べ
き
だ
。
引
き
続
き
努
力
せ
よ
。

　
自
治
体
間
競
争
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
特

色
あ
る
施
策
の
展
開
が
不
可
欠
だ
。
国
の
規

制
が
あ
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、
幼
保
一
体
化

な
ど
独
自
施
策
の
実
現
に
果
敢
に
挑
戦
せ
よ
。

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
の
整
備
が
急
務
だ
。
増
加
す
る
認
証
保
育

所
の
質
の
確
保
に
向
け
、
区
独
自
の
第
三
者

評
価
制
度
を
導
入
せ
よ
。
ま
た
、
松
原
の
小

児
初
期
救
急
医
療
施
設
の
開
設
に
当
た
っ
て

は
、
診
療
時
間
の
延
長
も
検
討
せ
よ
。
2
4
時

間
電
話
相
談
の
実
施
な
ど
に
も
取
り
組
め
。

　
介
護
保
険
制
度
は
3
年
目
を
迎
え
、
課
題

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
保
険
料
の
賦
課

区
分
の
細
分
化
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
施
策

を
展
開
せ
よ
。
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
確
保
や
民
間
に
よ
る
痴
呆
性

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
な
ど

に
も
取
り
組
め
。
ま
た
、
1
5
年
度
か
ら
始
ま

る
障
害
者
支
援
費
制
度
で
は
、
自
立
に
向
け

た
支
援
の
円
滑
な
実
施
に
万
全
を
期
せ
。
制

度
の
対
象
外
と
な
る
精
神
障
害
者
の
生
活
支

援
や
相
談
体
制
の
確
立
に
も
力
を
注
げ
。

　
住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
動
で
は
、
区
民
の
個
人

情
報
を
守
る
た
め
の
、
区
独
自
の
条
例
の
必

要
性
を
主
張
し
て
き
た
。
制
定
を
急
げ
。

　
区
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
に
は
、
区
民
の

視
点
で
の
分
か
り
や
す
い
広
報
が
重
要
だ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
改
善
に
努
め
よ
。

　
校
庭
の
芝
生
化
は
子
ど
も
へ
の
教
育
効
果

が
高
く
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

に
も
有
効
だ
。
強
力
に
推
進
せ
よ
。

　
食
の
安
全
を
揺
る
が
す
問
題
が
続
発
し
て

い
る
。
区
独
自
の
食
品
安
全
委
員
会
を
設
け
、

消
費
者
な
ど
と
の
情
報
交
換
を
一
層
活
発
に

行
え
。
監
視
業
務
や
調
査
研
究
も
強
化
せ
よ
。

　
放
置
自
転
車
の
解
消
に
向
け
、
数
値
目
標

を
示
し
計
画
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
十
分

な
駐
輪
台
数
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
と
も

連
携
し
駐
輪
場
整
備
に
全
力
を
挙
げ
よ
。
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く
ら
し
、
福
祉
最
優
先
の

区
政
運
営
に
転
換
せ
よ

　
区
は
厳
し
い
区
民
生
活
に
追
い
打
ち
を
か

け
、
老
人
福
祉
手
当
の
削
減
や
国
保
料
の
値

上
げ
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
二
子

玉
川
再
開
発
に
は
予
算
を
つ
ぎ
込
み
、
将
来

の
大
規
模
事
業
に
備
え
た
基
金
も
積
み
立
て

た
。
こ
の
よ
う
な
開
発
優
先
で
区
民
に
犠
牲

を
強
い
た
一
般
会
計
、
国
保
会
計
及
び
介
護

保
険
会
計
の
決
算
認
定
に
は
反
対
す
る
。

　
福
祉
最
優
先
の
区
政
に
転
換
す
べ
き
だ
。

福
祉
切
捨
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
中
止

せ
よ
。
ま
た
、
特
養
ホ
ー
ム
を
更
に
増
設
し
、

増
え
続
け
る
待
機
者
を
解
消
せ
よ
。
基
本
健

康
診
査
は
有
料
化
す
る
な
。
高
齢
者
の
予
防

接
種
料
金
の
減
免
な
ど
、
低
所
得
者
対
策
も

拡
充
せ
よ
。
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
増
設
を
急
げ
。

　
全
国
で
少
人
数
学
級
化
が
進
む
中
、
区
は

学
級
の
人
数
増
に
も
つ
な
が
る
学
校
の
統
廃

合
を
推
進
し
て
い
る
。
統
廃
合
は
全
面
的
に

見
直
し
、
3
0
人
学
級
化
に
早
急
に
着
手
せ
よ
。

普
通
教
室
へ
の
冷
房
機
の
設
置
や
校
庭
の
芝

生
化
に
も
取
り
組
め
。
ま
た
、
保
育
待
機
児

の
解
消
は
認
可
保
育
園
の
増
設
で
行
え
。

　
長
引
く
不
況
で
、
区
内
の
商
店
や
中
小
企

業
の
経
営
は
深
刻
な
状
況
だ
。
産
業
振
興
予

算
を
倍
増
せ
よ
。
ま
た
、
労
働
相
談
窓
口
の

充
実
や
高
齢
者
雇
用
の
確
保
に
力
を
注
げ
。

　
良
好
な
住
環
境
を
守
る
に
は
、
住
民
参
加

の
街
づ
く
り
が
重
要
だ
。
地
権
者
の
合
意
が

な
い
二
子
玉
川
再
開
発
は
抜
本
的
に
見
直
せ
。

小
田
急
線
各
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
計
画
は
住

民
の
意
見
を
尊
重
し
た
も
の
に
改
め
よ
。
ま

た
、
大
規
模
未
利
用
地
開
発
へ
の
規
制
策
を

講
じ
よ
。
国
分
寺
崖
線
の
緑
を
保
護
す
る
条

例
も
作
れ
。
世
田
谷
清
掃
工
場
の
建
て
替
え

で
は
、
住
民
の
不
安
解
消
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

　
住
基
ネ
ッ
ト
で
個
人
情
報
の
保
護
に
懸
念

が
あ
る
場
合
、
接
続
を
停
止
で
き
る
条
例
を

制
定
せ
よ
。
ま
た
、
個
人
情
報
取
扱
業
務
の

外
部
委
託
で
は
、
管
理
、
監
督
を
徹
底
せ
よ
。

　
母
子
の
健
康
を
守
る
た
め
、
国
立
成
育
医

療
セ
ン
タ
ー
で
の
地
域
医
療
の
継
続
を
要
請

せ
よ
。
松
原
の
小
児
救
急
施
設
の
設
置
で
は
、

診
療
時
間
の
延
長
な
ど
区
民
要
望
に
応
え
よ
。

笠

’
）

　
㌧

戸
丁
）

「室

一

遡
圏

藤

男
女
が
真
に
自
立
し
た

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

　
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
中
で
、
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
財
政

の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
強
化

し
、
区
民
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
構
築
に
全
力
を
挙
げ
よ
。

　
介
護
保
険
の
さ
ら
な
る
充
実
が
重
要
だ
。

区
民
が
申
請
時
に
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

手
続
の
方
法
を
積
極
的
に
周
知
せ
よ
。
増
え

続
け
る
特
養
ホ
ー
ム
入
所
希
望
者
に
対
応
す

る
た
め
、
緊
急
度
を
優
先
す
る
な
ど
、
入
所

基
準
を
見
直
せ
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
整
備

で
は
、
要
介
護
度
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
充
実
を
図
れ
。
更
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

N
P
O
に
よ
る
第
三
者
評
価
の
導
入
を
急
げ
。

　
障
害
者
が
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
び
契
約
す

る
支
援
費
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
対
応
が
困

難
な
人
の
権
利
擁
護
の
仕
組
み
を
確
立
し
、

社
会
参
加
や
自
立
へ
の
支
援
策
を
展
開
せ
よ
。

　
母
子
保
健
院
廃
止
後
の
医
療
体
制
の
充
実

に
向
け
、
松
原
に
開
設
さ
れ
る
小
児
救
急
施

設
の
診
療
時
間
を
延
長
せ
よ
。
ま
た
、
周
産

期
医
療
な
ど
も
民
間
と
連
携
し
取
り
組
め
。

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
地
域
で
産

i
．
ワ

＾
σ

副
痛

　
　
い
叢

ε

9

医
療
・
保
健
・
福
祉
を
重
視
し

安
心
で
き
る
地
域
社
会
を

ハ
すー

6
f
o

一

σ

ζ

、
、
ゆ

ら
ノ

　
景
気
回
復
の
見
通
し
も
立
た
な
い
深
刻
な

経
済
情
勢
の
中
で
は
、
区
税
の
収
入
増
も
期

待
で
き
な
い
。
一
方
で
は
、
少
子
高
齢
社
会

の
進
展
に
よ
り
、
福
祉
施
策
へ
の
支
出
が
急

増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
、
世
田
谷
型
地
域
保
健
福
祉
社
会

の
実
現
を
図
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

的
確
な
将
来
見
通
し
に
基
づ
く
健
全
な
財
政

運
営
と
、
計
画
的
な
施
策
の
実
施
が
重
要
だ
。

　
第
一
に
、
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
だ
。
自

治
体
に
財
政
負
担
を
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
国

に
対
し
、
財
源
委
譲
を
強
く
求
め
よ
。
ま
た
、

都
区
財
調
制
度
の
改
革
に
全
力
で
取
り
組
め
。

　
第
二
に
、
将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
だ
。
起
債
を
よ
り
早
期
に
、
か
つ
計
画

的
に
償
還
せ
よ
。
ま
た
、
基
金
の
積
立
て
を

更
に
進
め
、
↓
層
増
大
す
る
福
祉
需
要
に
備

え
よ
。
財
政
運
営
に
は
長
期
的
な
見
通
し
を

持
っ
て
取
り
組
め
。

　
第
三
に
、
公
共
事
業
の
あ
り
方
を
質
的
に

転
換
す
る
こ
と
だ
。
今
日
、
最
も
社
会
的
要

畷

姦
グ

請
の
強
い
福
祉
や
環
境
の
分
野
の
基
盤
整
備

を
進
め
よ
。
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な

げ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
れ
。

　
第
四
に
、
自
治
体
最
大
の
使
命
で
あ
る
医

療
、
保
健
、
福
祉
に
か
か
わ
る
対
人
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
だ
。
長
期
に
わ
た
る

戦
略
的
な
政
策
展
望
を
明
確
に
示
し
、
全
庁

を
挙
げ
て
施
策
を
展
開
し
て
い
け
。

　
区
民
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
で

は
、
能
力
に
応
じ
て
負
担
し
、
必
要
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
基
本
だ
。
真

の
公
平
、
公
正
を
保
つ
た
め
、
国
や
都
が
進

め
る
応
益
負
担
で
は
な
く
、
個
々
の
生
活
実

態
に
十
分
配
慮
し
た
、
応
能
負
担
を
貫
け
。

ま
た
、
納
め
た
税
金
が
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
還

元
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
区
民
が
持
て

る
よ
う
な
、
施
策
の
展
開
を
図
れ
。

　
国
の
こ
れ
ま
で
の
構
造
改
革
は
、
行
政
に

よ
る
個
人
生
活
へ
の
介
入
を
正
当
化
し
、
監

視
社
会
へ
と
導
く
危
険
性
を
伴
っ
て
い
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
や
電
子
自
治
体
の
取
り
組
み
で

は
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
け
。

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
だ
。
二

ー
ズ
の
高
い
一
時
保
育
の
充
実
や
保
育
料
の

引
下
げ
な
ど
、
幅
広
い
支
援
策
を
講
じ
よ
。

　
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

関
係
団
体
と
連
携
し
取
り
組
み
を
強
化
せ
よ
。

ま
た
、
学
校
で
の
早
期
発
見
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
全
校

に
配
置
せ
よ
。
児
童
館
も
活
用
せ
よ
。

　
中
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
で
あ

る
S
T
E
P
事
業
は
、
地
域
が
主
体
的
に
運

調

営
し
、
子
ど
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ヘ
と
発
展
さ
せ
よ
。

　
食
品
安
全
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
が
揺

ら
い
で
い
る
。
区
独
自
の
食
品
安
全
委
員
会

の
設
置
な
ど
消
費
者
行
政
に
全
力
を
注
げ
。

　
時
代
と
社
会
の
変
化
を
先
取
り
し
た
男
女

共
同
参
画
の
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
。
男
女
が
負
担
を
分
か
ち
合
い
真
に

自
立
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に
推
進
せ
よ
。

　
自
、
公
、
民
無
、
自
由
、
新
風
の
2
9
名
が
、

外
環
道
促
進
の
「
族
議
員
」
連
盟
を
結
成
。

国
土
交
通
省
の
ヘ
リ
で
空
中
散
策
、
そ
の
お

先
棒
担
ぎ
や
土
建
会
社
の
先
兵
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
町
会
、
商
店
会
が
、
自
民
党
議

員
の
選
挙
を
や
っ
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
の
拉

致
と
同
じ
だ
。
政
治
的
中
立
に
反
す
る
団
体

へ
は
公
金
は
一
切
出
す
な
。
基
本
健
康
診
査

の
医
師
会
へ
の
委
託
1
点
1
4
円
は
、
1
0
円
に

せ
よ
。
か
か
り
つ
け
医
事
業
は
、
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
員
以
外
の
医
師
に
も
委
託
せ
よ
。

経
営
戦
略
を
持
っ
た
区
政
運
営
を

　
区
の
幹
部
の
形
式
的
な
議
会
で
の
答
弁
や
、

続
発
す
る
職
員
の
不
祥
事
な
ど
、
区
政
に
は

全
く
緊
張
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
地
方

分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
未
だ
に
国
や
都

に
依
存
し
、
真
の
自
立
を
獲
得
す
る
気
概
も

な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
決
算
認
定
に
は
反

対
す
る
。
今
後
は
ま
ず
、
新
た
な
試
み
に
果

敢
に
挑
戦
す
る
体
制
を
確
立
せ
よ
。
そ
の
上

で
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
環
境
政
策
を

都
市
経
営
の
重
要
な
戦
略
的
要
素
と
し
て
位

置
づ
け
、
自
治
体
間
の
競
争
に
打
ち
勝
て
。

　
小
田
急
線
連
立
化
の
事
業
認
可
は
地
裁
で

違
法
と
さ
れ
た
が
、
区
は
事
業
費
を
支
出
、

工
事
を
加
速
さ
せ
た
。
決
算
反
対
は
当
然
。

連
立
高
架
化
は
バ
ブ
ル
期
の
不
動
産
開
発
型

公
共
事
業
の
典
型
。
経
堂
駅
前
広
場
の
計
画

案
も
超
高
層
を
伴
う
面
的
整
備
一
体
事
業
を

ぞぢ

　
　
　
　
　
　
　
も
く
ろ
み

諦
め
、
高
架
化
は
目
論
見
を
外
し
た
。
区
は

従
来
の
地
下
化
方
針
に
返
れ
。
高
架
遺
物
の

緑
の
回
廊
へ
の
転
換
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

防
止
と
な
る
。
政
府
を
動
か
し
過
ち
を
自
然

再
生
型
公
共
事
業
へ
の
転
換
の
画
期
と
せ
よ
。

　
区
民
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
促
す
取
り
組

み
が
重
要
だ
。
地
域
活
動
の
場
を
十
分
確
保

せ
よ
。
元
気
高
齢
者
施
策
は
、
福
祉
的
な
援

助
と
し
て
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
活
動
を
支

援
し
自
立
を
促
す
事
業
と
し
て
実
施
せ
よ
。

区
民
生
活
に
密
着
し
た
公
共
交
通
機
関
網
の

　
自
治
体
間
競
争
の
時
代
に
あ
り
な
が
ら
、

都
区
制
度
に
甘
ん
じ
独
自
施
策
を
打
ち
出
さ

な
い
区
は
、
自
治
を
放
棄
し
て
い
る
も
同
然

だ
。
区
の
将
来
像
を
示
し
、
分
権
時
代
の
自

治
体
と
し
て
の
責
務
を
果
た
せ
。
子
ど
も
に

質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
は
区
の
使

整
備
も
実
現
せ
よ
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
小
学
校
の
学
区
域
撤

廃
は
行
わ
ず
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
め
。
更
に
、
区
民
が
本
当
に
安
心
し
て

相
談
で
き
る
総
合
窓
口
を
早
急
に
開
設
せ
よ
。

命
だ
。
国
の
方
針
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
独

自
の
教
育
理
念
を
掲
げ
施
策
を
展
開
せ
よ
。

日
本
社
会
の
衰
退
を
克
服
す
る
鍵
は
モ
ラ
ル

と
モ
ラ
ー
ル
の
回
復
だ
。
区
は
役
割
を
自
覚

し
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ
よ
。
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区
長
の
区
議
会
招
集

む
の
い
さ
つ
（
囲
寓
一
目
）

　
本
年
、
世
田
谷
区
は
区
制
施
行
7
0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
昭
和
7
年
に
誕
生
し
て
以
来
、

幾
多
の
社
会
、
経
済
情
勢
の
大
変
革
に
遭
遇

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
で
今
日

の
発
展
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
節
目
に
当

た
り
、
区
政
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
目
指
し

て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
行
の
実
施
計
画
は
、
本
年
度
を
も
っ
て

計
画
期
間
を
終
了
す
る
た
め
、
現
在
1
5
年
度

か
ら
2
力
年
の
新
た
な
実
施
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
定
め
た
世

田
谷
区
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
た
重
要
課
題
で
あ
る

地
球
温
暖
化
防
止
に
、
区
と
し
て
も
、
地
域

の
エ
コ
ラ
イ
フ
事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
区
内
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、
産
業
、

大
学
、
行
政
の
連
携
の
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
産
業
界
や
大
学
な
ど
の
参
加
に
よ

る
検
討
会
議
の
提
案
が
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
提
案
を
踏
ま

え
、
区
内
産
業
の
活
性
化
に
一
層
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
の
初
期
救
急
医
療
施
設
を
整
備
す

る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
施

設
で
は
、
平
日
、
休
日
を
問
わ
ず
、
夜
間
の

一
定
時
間
帯
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
、
保

育
園
児
の
病
後
児
保
育
を
行
い
ま
す
。
来
年

4
月
の
開
設
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
と
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
と
の

合
同
促
進
大
会
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
も
得
て
、
二
つ
の
構
想
の
実
現
に
向
け
た

決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
具
体
的
な

諸
課
題
の
解
決
に
努
め
、
早
期
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、
区
内
で
は
初
め
て

東
深
沢
地
域
で
設
立
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
で
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
区
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
局
面
を
乗
り

越
え
る
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
善
を
進

め
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、

区
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

議
決
内
容
の
つ
づ
き

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

（
全
員
賛
成
）

　
世
田
谷
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
位
置

　
を
世
田
谷
1
丁
目
2
3
1
2
に
変
更
し
た
。

○
自
転
車
条
例

（
賛
成
多
曲
横
糠
、
野
生
活
蒸
鴛
）

　
祖
師
谷
南
、
祖
師
谷
北
、
祖
師
谷
南
第
二

　
自
転
車
等
駐
車
場
を
廃
止
す
る
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
　
　
　
　
1
件

O
梅
丘
中
学
校
プ
ー
ル
等
改
築
工
事

（
全
員
賛
成
）

　
契
約
金
額
u
一
〇
億
三
六
三
五
万
円

　
工
事
概
要
旺
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
一
部

　
鉄
骨
）
造
、
地
下
1
階
地
上
4
階
建
（
温

　
水
プ
ー
ル
、
更
衣
室
3
、
デ
イ
ル
ー
ム
、

　
介
助
浴
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
）

●
財
産
の
取
得
　
　
　
　
　
　
　
　
2
件

O
第
2
次
世
田
谷
区
高
度
情
報
通
信
基
盤
整

　
備
事
業
用
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
廿
ー
タ
i

（
全
員
賛
成
）

　
購
入
機
器
“
情
報
入
力
用
端
末
機
及
び
区

　
民
利
用
端
末
機

　
金
額
目
八
〇
四
三
万
円

○
世
田
谷
区
立
世
田
谷
文
学
館
用
建
物

（
襲
響
横
糠
、
勝
生
活
蒸
桂
）

　
世
田
谷
文
学
館
と
し
て
使
用
中
の
建
物

　
（
南
鳥
山
1
丁
目
1
0
1
1
0
〉
を
取
得
す
る
。

　
買
収
金
額
口
一
九
億
三
二
〇
〇
万
円

●
区
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

（
全
員
賛
成
）

2
件

区
分

所
　
在
　
地

延
長
（
m
）

認
定

宇
奈
根
－
丁
目
3
6
番
ほ
か

㎜
前

廃
止

宇
奈
根
1
丁
目
3
6
番
ほ
か

形
態
な
し

●
区
域
外
道
路
の
認
定
の
承
諾
　
　
　
1
件

（
全
員
賛
成
）

　
所
在
地
ロ
成
城
4
丁
目
32

延
長
H
8
5
・
謎
m

　
管
理
及
び
費
用
負
担
口
調
布
市

●
議
員
の
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
件

（
賛
成
多
撫
鰍
難
鰻
桂
）

バ
ン
バ
リ
ー
市
姉
妹
都
市
提
携
1
0
周
年
記

念
式
典
へ
の
参
加
な
ど
の
た
め
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
連
邦
バ
ン
バ
リ
ー
市
及
び
パ
ー

ス
市
に
議
員
1
0
名
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決

定
。

●
議
員
提
出
議
案
　
　
　
　
　
　
　
　
1
件

0
議
員
定
数
条
例
の
改
正

（
馨
轟
墾
藝
蕪
）

　
議
員
定
数
を
5
5
人
か
ら
5
2
人
に
改
め
る
。

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審

議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

◆
取
下
げ
を
承
認
し
た
も
の
　
　
　
　
1
件

0
朝
日
生
命
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
利
用
に
つ
い

　
て
の
陳
情

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

◆
企
画
総
務
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
3
件

O
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
に
関
し
て
各
種
国
際
条

　
約
を
遵
守
す
る
よ
う
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に

　
要
請
す
る
旨
の
意
見
書
の
送
付
に
つ
い
て

　
の
陳
情

○
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
き

　
意
見
書
等
の
提
出
を
求
め
る
請
願

○
小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
・
都

　
市
計
画
税
の
減
免
措
置
の
継
続
に
つ
き
意

　
見
書
等
の
提
出
を
求
め
る
請
願

◆
区
民
生
活
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

○
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
解
体
工
事
に
関
す
る

　
世
田
谷
区
独
自
の
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
及

　
び
重
金
属
類
汚
染
防
止
条
例
」
の
早
急
な

　
策
定
と
施
行
を
求
め
る
請
願

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
2
件

○
知
的
障
害
者
の
自
立
生
活
を
支
援
す
る
施

　
策
の
充
実
に
関
す
る
陳
情

O
世
田
谷
区
が
、
引
き
続
き
介
護
保
険
の
「
訪

　
問
介
護
事
業
者
」
と
し
て
「
困
難
な
ケ
ー

　
ス
」
等
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
る
請
願

今
都
市
整
備
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
3
件

O
塀
及
び
工
作
物
に
関
す
る
条
例
制
定
の
請

　
願

O
北
烏
山
六
丁
目
・
㎜
m
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築

　
計
画
に
つ
い
て
近
隣
住
民
の
意
見
を
反
映

　
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

0
世
田
谷
区
上
馬
4
丁
目
・
5
丁
目
の
浸
水

　
対
策
に
関
す
る
陳
情

◆
地
方
分
権
・
庁
舎
問
題
等
対
策
特
別
委
員

　
会
で
審
査
す
る
も
の
　
　
　
　
　
1
件

○
都
立
明
正
高
校
廃
校
後
の
跡
地
の
有
効
利

　
用
を
求
め
る
請
願

正
副
委
員
長
の
互
選
結
果
の
報
告

0
決
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長
大
場
康
宣
（
自
民
）

　
副
委
員
長
　
田
中
美
代
子
（
共
　
産
）

　
副
委
員
長
　
桜
井
　
征
夫
（
社
　
民
）

会
派
構
成
の
変
更

　
田
中
優
子
議
員
が
、
1
0
月
2
8
日
付
け
で
新

た
に
「
世
田
谷
市
民
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
区
議
会
の
会
派
構
成
は

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
定
数
の
削
減
を

　
　
　
　
　
決
定
し
ま
し
た

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
法
定
数
6
0
人

に
対
し
、
5
人
少
な
い
5
5
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
伴
い
、
人
口
区
分
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
た
上
限
定
数
（
世
田
谷
区
の
場
合

は
5
6
人
）
の
範
囲
内
で
、
条
例
で
定
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
定
例
会
に

お
い
て
、
次
の
一
般
選
挙
（
1
5
年
4
月

予
定
）
か
ら
定
数
を
3
人
削
減
し
52
人

と
す
る
議
員
提
出
議
案
（
条
例
改
正
）

が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

轡
羅
集
墨
閣
麟

自
由
民
主
党
区
議
団
　
　
　
　
　
　
　
1
8
人

公
明
党
区
議
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
人

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
7
人

日
本
共
産
党
区
議
団
　
　
　
　
　
　
　
6
人

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
区
議
団
　
　
　
3
人

社
会
民
主
党
区
議
団
　
　
　
　
　
　
　
3
人

反
政
党
・
改
革
派
　
　
　
　
　
　
　
　
1
人

世
田
谷
行
革
m
番
　
　
　
　
　
　
　
　
1
人

無
党
派
市
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
人

新
風
2
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
人

自
由
党
世
田
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
人

世
田
谷
市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
ー
人

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欠
員
1
人
）

葬
1
』
額

O
今
定
例
会
で
は
、
3
5
名
の
議
員
が
、
放
置

　
自
転
車
対
策
や
小
児
医
療
体
制
の
充
実
な

　
ど
、
区
政
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
質
問

　
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
1
3
年
度
決
算
を

　
審
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
区
議
会

　
の
活
動
が
区
民
の
皆
様
に
と
っ
て
親
し
み

　
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
区
議
会
だ
よ

　
り
の
編
集
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
ま
す
。

○
区
議
会
定
例
会
は
、
3
、
6
、
9
、
n
月

　
の
年
4
回
開
か
れ
ま
す
。
傍
聴
に
お
越
し

　
に
な
り
、
直
接
会
議
の
様
子
を
ご
覧
に
な

　
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
、
各
総
合

　
支
所
と
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
市

　
民
活
動
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
議
や

　
予
算
・
決
算
委
員
会
の
様
子
を
同
時
中
継

　
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ

　
さ
い
。

○
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
区
議
会
だ

　
よ
り
の
テ
ー
プ
版
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
知
り
合
い
で
ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し

　
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
本
紙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議

　
会
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
T
E
L
（
五
四
三
二
）
↓
一
一
一

　
F
A
X
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇
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